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○
手
芸
体
験
（
1
回
４
０
０
円
）

　

花
椿
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
製
し
ま
す
。

持
ち
物
は
不
要
で
す
。

　
　
　
　

期
間
中
の
土
曜
日
・
日
曜
日

　
　
　
　

10
時
〜
14
時（
随
時
受
付
）

※
２
月
17
日
の
み
13
時
〜
14
時
の
受
付

○
文
化
箏
生
演
奏

　
　
　
　

期
間
中
の
土
曜
日
・
日
曜
日

　
　
　
　

午
前
の
部
10
時
〜
12
時

　
　
　
　

午
後
の
部
13
時
〜
15
時

※
２
月
17
日
は
午
後
の
部
の
み
の
演
奏
と

な
り
ま
す
。

○
写
真
講
座

　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
き
れ
い
な
写
真
を
撮
る
方
法
を
学
び
ま

す
。

　
　
　
　

２
月
23
日（
土
）、
24
日（
日
）

　
　
　
　

10
時
〜
12
時
（
随
時
受
付
）

○
お
し
る
こ
の
振
る
舞
い

　
　
　
　

２
月
17
日（
日
）、３
月
３
日（
日
）

９
時
30
分
〜（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

　

高
さ
２
・
５
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
つ
る
し

雛
を
は
じ
め
、
御
殿
ま
り
、
押
絵
な
ど
総

勢
４
０
０
点
以
上
の
作
品
を
華
や
か
に
展

示
し
ま
す
。
ま
た
、
阿
仁
合
駅
周
辺
の
商

店
や
寺
院
で
も
雛
飾
り
等
の
展
示
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
　
　
　

阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
ほ
か

　
　
　
　

２
月
17
日（
日
）〜
３
月
３
日（
日
）

　
　
　
　

９
時
〜
15
時　

入
場
無
料

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

あ
き
た
舞
妓
に
よ
る
舞
踊
が
披
露
さ
れ

る
ほ
か
、
あ
き
た
舞
妓
と
の
写
真
撮
影
会

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

２
月
17
日（
日
）

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

秋田内陸線●阿仁合 内陸線で阿仁合に行こう！× 秋
田
内
陸
線

秋
田
内
陸
線

沿
線
イ
ベ
ン
ト
情
報

沿
線
イ
ベ
ン
ト
情
報

冬
の

家
族
と 

仲
間
と 

恋
人
と

た
ま
に
は
の
ん
び
り
列
車
旅

ゆ
っ
く
り
過
ご
し
ま
せ
ん
か

秋
田
内
陸
線

時
間

会
場

期
間

同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

期
日

期
日

期
日

時
間

時
間

期
日

時
間

日
時

時
間

　

冬
の
阿
仁
合
を
彩
る
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド

ル
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
冬
花
火
が
今

年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

阿
仁
合
駅
周
辺

　
　
　
　

２
月
16
日（
土
）

　
　
　
　

17
時
〜
20
時　
　
　

※
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

内
陸
線
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
当
日
行
わ
れ
る
ミ
ニ
か
ま
く
ら
づ
く
り

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
当
日
14
時
に

阿
仁
庁
舎
前
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
ト
リ
ー
ト

　

 

実
行
委
員
会（
阿
仁
伝
承
館
内
）

☎
82
‐
３
６
５
８

《
増
結
列
車
の
ご
案
内
》

阿
仁
合
19
時
55
分
発　

鷹
巣
20
時
49
分
着

期
日
会
場

時
間

秋
田
内
陸
線
か
ら
お
知
ら
せ

紙
風
船
上
げ
臨
時
列
車
を
運
行

　

２
月
10
日
の
上
桧
木
内
の
紙
風
船

上
げ
に
合
わ
せ
、
鷹
巣
駅
と
阿
仁
合

駅
か
ら
臨
時
列
車
の
運
行
と
車
両
増

結
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
内
陸
線
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

冬
の
お
で
か
け
ス
マ
イ
ル
パ
ス

　

北
秋
田
市
の
小
中
学
生
が
、
保
護

者
同
伴
で
乗
車
す
る
と
運
賃
が
無
料

に
な
る
「
冬
の
お
で
か
け
ス
マ
イ
ル

パ
ス
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。（
保

護
者
は
通
常
運
賃
で
す
）
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
秋
田
内
陸
線
に
乗
っ
て
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

鷹
巣
駅
・
合
川
駅
・
米

内
沢
駅
・
阿
仁
前
田
駅
・
阿
仁
合
駅

　
　
　
　
　

３
月
31
日（
日
）ま
で

し
あ
わ
せ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

秋
田
内
陸
線
阿
仁
合
駅
で
は
、
阿

仁
が
位
置
す
る
北
緯
40
度
の「
４
」と
、

名
瀑
「
安
の
滝
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
灯
中
で
す
。

期
間
中
は
阿
仁
合
駅
内
で
温
か
い
飲

み
物
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

３
月
15
日（
金
）ま
で

　
　
　

◆
２
月　

16
時
30
分
〜
22
時

　
　
　

◆
３
月　

17
時
〜
22
時

《
お
問
い
合
わ
せ
》

　

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱

　
☎
82
‐
３
２
３
１
（
平
日
９
時
〜
17
時
）

配
布
場
所

期
間

時
間

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

内
陸
線
再
生
支
援
室 

☎
82‐

２
１
１
４

使
用
期
間

　

里
山
レ
ス
ト
ラ
ン
＆
カ
フ
ェ
こ
ぐ
ま
亭

と
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
の
コ
ラ
ボ
レ
ス
ト
ラ
ン

が
期
間
限
定
で
営
業
中
で
す
。
対
象
メ

ニ
ュ
ー
を
注
文
す
る
と
、
こ
こ
で
し
か
手

に
入
ら
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ー
ス
タ
ー
や

ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
♪
ぜ

ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

フードメニュー・・・オリジナルコースター＆ランチョンマット
　　　　　　　　　 をプレゼント！

阿
仁
合
駅
舎
内

３
月
31
日（
日
）ま
で

レ
ス
ト
ラ
ン　

11
時
〜
15
時

カ
フ
ェ　

９
時
〜
16
時
30
分

レ
ス
ト
ラ
ン　

毎
週
水
曜
日
・

第
３
・
４
火
曜
日

※
カ
フ
ェ
は
年
中
無
休

デザート・ドリンクメニュー・・・オリジナルコースター
　　　　　　　　　　　　　　　 をプレゼント！

※レストランコーナー営業日のみ提供

こ
ぐ
ま
亭
×
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
コ
ラ
ボ
レ
ス
ト
ラ
ン

キャラクター
部分はもなか
です♪

ハローキティ
プリントのり
が入った醤油
ラーメン♪

可愛いラテで
ほっと一息♡

レストランが休み
の水曜日のみ提供。
カフェコーナーか
ら注文してね♪

場
所

期
間

時
間

定
休
日

ご
と

ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
ト
リ
ー
ト 

in 

あに

ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
ト
リ
ー
ト 

in 

あに

ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
ト
リ
ー
ト 

in 

あに

北
秋
田
の
お
ひ
な
ま
つ
り

北
秋
田
の
お
ひ
な
ま
つ
り

北
秋
田
の
お
ひ
な
ま
つ
り

問
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決算
報告

平成29年度　北秋田市の一般会計、特別会計

財政状況をお知らせします財政状況をお知らせします

▼ 市民１人当たりの税負担　9万3114円

市たばこ税 6386円 6.8％

　その他(軽自動車税、入湯税など) 2866円 3.1％

50% 100%0%

※市民１人当たりの計算は、平成30年３月31日現在の
人口32,576人（住民基本台帳による）を基にしています。

▼ 市民１人当たりに使われたお金　81万7772円

健康づくり・きれいなまちに
　　　　　  19万2905円 23.6%

市の運営に　 7万4345円 9.1%
道路・公園等の整備に　7万9477円 9.7%

その他
9万4607円
　　11.6%

福祉の充実に
   19万4219円

23.7%

福祉の充実に
   19万4219円

23.7%

50% 100%0%

教育・文化に　5万9386円 7.3%

農林業に
4万570円
    5.0%

◆実質収支で約５億744万円の黒字
　　一般会計の決算額は、歳入272億4245万6731円、歳出266億3973万5858円で、差し引き6億272万873円
が剰余金（余り）となり、これから翌年度へ繰り越した事業に充てるための財源9527万1000円を除いた実
質収支は、５億744万9873円の黒字となります。

◆予算・決算とは
　予算とは・・・１年間の収入（歳入）と支出（歳出）に関する見積りをまとめた「計画」のことです。
　決算とは・・・実際の収支をまとめた「実績」のことです。
　予算には「一般会計」という福祉や教育、道路整備など、市政運営の基本となる会計と「特別会計」とい
う国民健康保険や介護保険など、一般会計と区分する必要がある特定事業の会計があります。
　一般会計と各特別会計の決算状況、概要は次のとおりです（水道事業会計、病院事業会計を除く）。

固定資産税 4万8298円
　　　　　 51.9％
固定資産税 4万8298円
　　　　　 51.9％

　市民税 3万5563円
　　　　 38.2％
　市民税 3万5563円
　　　　 38.2％

予算額 275億6736万2000 円
歳出 266億3973万5858円

歳出

　　民生費
63億2687万5612円
　 　　　23.7％

　　民生費
63億2687万5612円
　 　　　23.7％

  公債費
26億7980万
  　7562円
　10.0％

  公債費
26億7980万
  　7562円
　10.0％

総務費
24億2187万4324円 
 　  9.1％  

総務費
24億2187万4324円 
 　  9.1％  

衛生費
62億8406万7816円
   23.6％

衛生費
62億8406万7816円
   23.6％

教育費
19億3455万1676円
　 7.3％

教育費
19億3455万1676円
　 7.3％

その他
議会費、労働費、
商工費、消防費
など
30億8192万
    9116円
   11.6％

その他
議会費、労働費、
商工費、消防費
など
30億8192万
    9116円
   11.6％

農林水産業費
13億2159万3793円

5.0％

農林水産業費
13億2159万3793円

5.0％

  土木費
25億8903万
　　 5959円
 　 9.7％

  土木費
25億8903万
　　 5959円
 　 9.7％

歳入
地方交付税
105億3062万9000円
　38.7％

地方交付税
105億3062万9000円
　38.7％

歳入 272億4245万6731円

国庫支出金
29億2665万6530円
　 10.7％

国庫支出金
29億2665万6530円
　 10.7％

県支出金
16億2187万552円
    6.0％

県支出金
16億2187万552円
    6.0％

その他
分担金・負担金、
使用料・手数料等
34億5520万4185円
　　 12.7％

その他
分担金・負担金、
使用料・手数料等
34億5520万4185円
　　 12.7％

繰越金
7億7381万5981円
    2.8％

繰越金
7億7381万5981円
    2.8％

   市債
49億100万円
   18.0％

   市債
49億100万円
   18.0％

 　 市税
   30億3328万
      483円
　  11.1％

 　 市税
   30億3328万
      483円
　  11.1％

平成29年度一般会計決算額

借金返済に　 8万2263円 10.0% 

▼民生費：社会福祉や医療助成など、安定した社会
生活を保障するために使ったお金です。
▼衛生費：健康診断や各種検診、ごみ処理など、健康
で衛生的な生活環境を保つために使ったお金です。
▼公債費：国などから借入れたお金(市債)の返済な
どに使ったお金です。
▼土木費：道路、河川、公園、市営住宅などの整備や
除排雪経費を含む維持管理に使ったお金です。
▼総務費：市庁舎の維持管理や戸籍、徴税、選挙、監
査事務などに使ったお金です。
▼教育費：小中学校や社会教育、保健体育など、教育
分野に使ったお金です。
▼農林水産業費：農業、林業、水産業の振興に使った
お金です。
▼議会費：市議会の運営などに使ったお金です。
▼労働費：雇用の確保・安定などに使ったお金です。
▼商工費：商工業の振興や観光の振興などに使った
お金です。
▼消防費：消防や救急活動に使ったお金です。

▼地方交付税：市の財政状況に応じて国から交付さ
れたお金です。
▼市債：特定の事業を行うために、国などから借り入
れたお金です。
▼市税：市民税や固定資産税など、市民の皆さんに納
めていただいたお金です。
▼国庫支出金：特定の事業を行うために、国から交付
された負担金、補助金などのお金です。
▼県支出金：特定の事業を行うために、県から交付さ
れた負担金・補助金などのお金です。
▼繰越金：前年度から持ち越された剰余金のことを
いいます。事業を持ち越すことで必要になったお
金も含みます。
▼分担金・負担金：市の事業で特定の利益を受けた人
に負担していただいたお金です。
▼使用料・手数料：市の施設の使用や、住民票の交付
など、特定の行政サービスを受けた人に負担して
いただいたお金です。　

歳 　 入歳 　 入
用 語 解 説用 語 解 説

会計区分 予算額 歳　　入 歳　　出 差引(歳入-歳出)
国民健康保険
国民健康保険合川診療所
介護保険
介護サービス事業
簡易水道
農業集落排水事業
下水道事業
特定地域生活排水処理事業
後期高齢者医療
阿仁診療所
米内沢診療所
坊沢財産区
綴子財産区
栄財産区
沢口財産区
七日市財産区
米内沢財産区
前田財産区
阿仁合財産区
大阿仁財産区

45億2216万3000円
1億9367万8000円
57億7868万2000円

3061万1000円
22億657万3000円
3億9011万6000円
17億3369万2000円

2369万1000円
4億2271万6000円
2億3848万7000円
2億1375万4000円

198万3000円
534万1000円
374万9000円

2000円
86万8000円

2546万2000円
377万7000円
2530万2000円
529万3000円

158億2594万円

45億4381万3598円
1億8426万1850円
56億3571万6544円

2791万1258円
22億5704万9957円
3億8002万31円

14億9012万5489円
2255万4409円

4億2060万5982円
2億3344万6813円
2億729万6976円
4977万9694円
9605万8786円
4366万5516円
198万1521円
2733万2144円
5940万972円

1億4786万9597円
2530万2088円

        515万800円
158億5934万4025円

43億1784万652円
1億8426万1850円
53億3150万8490円

2791万1258円
21億7727万4155円
3億8002万31円

14億6835万2489円
2255万4409円

4億2037万6135円
2億3344万6813円
2億729万6976円
101万3220円
41万6685円
262万480円

0円
41万9290円
1518万251円
337万924円

2521万4998円
515万800円

148億2422万9906円

2億2597万2946円
0円

3億420万8054円
0円

7977万5802円
0円

2177万3000円
0円

22万9847円
0円
0円

4876万6474円
9564万2101円
4104万5036円
198万1521円
2691万2854円
4422万721円

1億4449万8673円
8万7090円

0円
10億3511万4119円合　計

平成29年度特別会計 決算額

歳 　 出歳 　 出
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申告相談日程表
　《各会場の開館（受付開始）時間》　午前８時（阿仁合地区・前田地区は８時 30分／大阿仁地区は９時）
　《申告相談時間》　午前９時～正午 及び 午後１時～終了まで（ただし、受付時間は午後３時まで）
　　　　　　　　　（阿仁合地区・前田地区は９時30分～／大阿仁地区は10時～）
　◆会場の変更について、昨年の「前山森林交流センター」から「今泉交流センター」に、「森吉コミュニティ
　センター」から「森吉庁舎」に変更になります。日程表を確認のうえ申告会場にお越しください。
◆午前中の受付は、混み具合によって人数制限をする場合があります。
◆各会場の駐車場は積雪状況により、十分な駐車スペースが確保できない場合があります。
◆指定対象地区の会場・日時の変更を希望される方は、前日までに電話連絡（☎62‐1116）をお願いします。
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本郷 根木屋敷 妹尾館 中畑 大畑 横渕
葛黒 与助岱 三ノ渡 黒森 松沢 
明利又 上舟木 下舟木 吉ヶ沢 
深沢 品類 岩脇 吉野
小森 四渡 坊山 湯ノ岱 中屋敷　
脇神 上野 藤株 小摩当 高村岱
上町 向黒沢 前野
下町 大堤 昭和
小田 田子ヶ沢 松原 糠沢 大畑
二本杉 岩谷
前山 今泉
黒沢 深関 相善町 羽立
大町 上町 街道町 新屋敷町
太田 摩当
あけぼの町 岩坂 大沢 李岱 田沢
掛泥 太田屋敷後 高野尻 高野尻団地
佐助岱 湯車 緑ヶ丘 蟹沢 南鷹巣
田中 胡桃館 南田中
住吉町 花園町

鷹巣地区で平日に申告できない方

西陣場岱 高森岱 石ノ巻岱 堂ヶ岱 
舟場 川口 小ヶ田
舟見町 新舟見町
米代町 元町 西屋敷 柳中 下家下 
東上綱
宮前町 旭町 松葉町 掛泥向
東横町 大町 幸町 内幸町 東中岱 
平成町
材木町 伊勢町

鷹巣地区で指定日に申告できなかっ
た方
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打当 前山 中村 打当内 戸鳥内 栩木沢 小倉 
野尻 長畑 菅生 新中 幸屋 岩野目沢 鳥坂
荒瀬 荒瀬川 鍵ノ滝 萱草 伏影 根子 笑内
下新町 上新町 畑町 畑町東裏
新町 上岱 大町 横町 真木沢 湯口内
小様 小渕 吉田
李岱 東根田 西根田
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木戸石 増沢
羽立 芹沢 大内沢 三里 摩当
松ヶ丘 下杉
川井 道城
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合川 梅栄 
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陣場岱 神成 五味堀 柏木岱 大岱
根森田 巻渕 堺田 細越 止 羽根川 新屋布 小又
下前田 鍛冶町 八幡森 前田駅前
工場地帯 宮ノ下 新ノ又 平里
御嶽 本城御嶽 本城上 本城下 本城荒町
本城町屋 長下 滝ノ沢 御狩屋 松栄
大杉 裏町 学校通り 根小屋 日栄
鶴田 長野 米畑 中新田 大沢 
寄延 冷水岱 浦田 大渕 白坂 山崎 長野岱 高校通り
向本城 川向 駅前 新丁 本丁
合川・森吉・阿仁地区で平日に申告で
きない方
七曲 松山町 伊勢ノ森 新町 横町 大町 中道岱

合川・森吉・阿仁地区で指定日に申告
できなかった方
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◆今泉交流センター
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☆日曜日は大変混み合うことが予想されます。できるだけ指定対象地区の指定日にご相談ください。

申し込みを随時受付中申し込みを随時受付中

　防災ラジオは、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）による緊急地震速報、国民保護情報
や災害時における緊急情報のほか、平常時には、市からのお知らせを市民の皆さんへ直接伝
えるためのラジオです。大雨や台風などの荒天時でも室内で防災ラジオを聞くことができ、
災害などの緊急時には避難情報など、市民の皆さんへ適切な防災情報をより確実に伝達する
ための「防災ラジオ」を無償で貸与します。

　防災ラジオは、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）による緊急地震速報、国民保護情報
や災害時における緊急情報のほか、平常時には、市からのお知らせを市民の皆さんへ直接伝
えるためのラジオです。大雨や台風などの荒天時でも室内で防災ラジオを聞くことができ、
災害などの緊急時には避難情報など、市民の皆さんへ適切な防災情報をより確実に伝達する
ための「防災ラジオ」を無償で貸与します。

貸与対象

貸与台数

申込方法

①市内に住所を有しており、かつ、居住している世帯の世帯主
②市内に住所を有する事業所（住居と一体となった事業所は除く）

◆１世帯及び１事業所あたり１台（無償貸与）

◆総務課危機管理係又は各総合窓口センターまで、申請用紙を提出してください。
※申請用紙は、最寄りの窓口（本庁舎総務課危機管理係又は各総合窓口センター）に備え付けて
　います。また、市ホームページからダウンロードできます。
※聴覚障害を理由として、身体障害者手帳の交付を受けている方の属する世帯は、文字表示機能
　付き防災ラジオを申請することができます。

◆緊急放送の場合、ラジオを聞いていない状態でも自動的に電源が入り放送が流れます。
◆聞き直し機能がありますので、最後に受信した放送を繰り返し聞くことができます。
◆放送内容が、防災ラジオから音声合成で流れます。
◆ＡＭ・ＦＭラジオとしても利用することができます。（注：受信環境はこれまでと同じです）

◆緊急放送
　▽Ｊアラートによる弾道ミサイル情報、航空攻撃情報、ゲリラ・特殊部隊攻撃情報、
　　大規模テロ情報、緊急地震速報、気象などの特別警報
　▽避難に関する情報（避難勧告、避難指示など）　▽緊急性の高い情報　など
◆一般放送
　▽気象警報、市からのお知らせ　など

◆防災ラジオは、市からの貸与品となりますので、大切に取り扱いください。
◆防災ラジオの電源は、ＡＣアダプタ及び乾電池（単３形アルカリ乾電池３本）を使用します。
◆防災ラジオの維持管理（電気代や乾電池など）に係る経費は、各自の負担となります。
◆防災ラジオを他の人への譲渡、貸与又は担保に供するなどの行為はできません。
◆防災ラジオを故意に壊した場合を除き、市が修繕費用を負担します。
◆貸与申請内容に変更が生じたときは、変更の届出をしてください。(世帯主名、住所など)
◆事業所の廃止や、転出・死亡等により世帯がなくなった場合、防災ラジオは返還願います。

　　　総務課危機管理係 ☎62‐6602

①市内に住所を有しており、かつ、居住している世帯の世帯主
②市内に住所を有する事業所（住居と一体となった事業所は除く）

◆１世帯及び１事業所あたり１台（無償貸与）

◆総務課危機管理係又は各総合窓口センターまで、申請用紙を提出してください。
※申請用紙は、最寄りの窓口（本庁舎総務課危機管理係又は各総合窓口センター）に備え付けて
　います。また、市ホームページからダウンロードできます。
※聴覚障害を理由として、身体障害者手帳の交付を受けている方の属する世帯は、文字表示機能
　付き防災ラジオを申請することができます。

◆緊急放送の場合、ラジオを聞いていない状態でも自動的に電源が入り放送が流れます。
◆聞き直し機能がありますので、最後に受信した放送を繰り返し聞くことができます。
◆放送内容が、防災ラジオから音声合成で流れます。
◆ＡＭ・ＦＭラジオとしても利用することができます。（注：受信環境はこれまでと同じです）

◆緊急放送
　▽Ｊアラートによる弾道ミサイル情報、航空攻撃情報、ゲリラ・特殊部隊攻撃情報、
　　大規模テロ情報、緊急地震速報、気象などの特別警報
　▽避難に関する情報（避難勧告、避難指示など）　▽緊急性の高い情報　など
◆一般放送
　▽気象警報、市からのお知らせ　など

◆防災ラジオは、市からの貸与品となりますので、大切に取り扱いください。
◆防災ラジオの電源は、ＡＣアダプタ及び乾電池（単３形アルカリ乾電池３本）を使用します。
◆防災ラジオの維持管理（電気代や乾電池など）に係る経費は、各自の負担となります。
◆防災ラジオを他の人への譲渡、貸与又は担保に供するなどの行為はできません。
◆防災ラジオを故意に壊した場合を除き、市が修繕費用を負担します。
◆貸与申請内容に変更が生じたときは、変更の届出をしてください。(世帯主名、住所など)
◆事業所の廃止や、転出・死亡等により世帯がなくなった場合、防災ラジオは返還願います。

　　　総務課危機管理係 ☎62‐6602

災災 害害 時時

にに 備備 ええ 防防 災災 ララ ジジ オオ

機　　能

放送内容

注意事項

お問い合わせ先

防災ラジオ本体
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★

　当社は、乳製品を柱とした健康食品の宅配事業

や、おいしい水を便利に楽しんでいただくウォー

ターサーバー事業等の各種お届けサービスと健康

への関心を更に広めるための活動など「社会的な

サービスを担う」をモットーに北秋田、能代、大館、

弘前の各地域で事業展開しております。

株式会社佐藤乳販

【会社概要】
◆所 在 地　脇神字平崎上岱１番地
◆主な事業　食品小売業
◆従業員数　42人
◆電話番号　0186‐62‐1854

何をしている会社？

会社のアピールポイントは？

きらっとヒカル

北秋田の企業

きらっとヒカル

北秋田の企業 Vol.22

　健康寿命（心身ともに健康で自立して活動し生

活できる期間）が少子高齢化社会において重要な

課題と言われています。我々は宅配事業を通じて

地域の皆様の健康な暮らしに寄与し、日々の感動

を支える企業になれるようチャレンジしています。

若手社員
の声

若手社員
の声

骨強度測定会

　電話応対や発注を担当し

ており、お客様との会話の

中で、日々貴重なご意見を

いただき勉強の毎日です。

　これからも相手を思いや

る気持ちを忘れずに、皆様

の健康づくりに貢献できる

よう努力していきます。

職場の仲間

ショーン

コリガン Kitaakita from My Eyes ＮＯ.３１ＮＯ.３１

　私が生まれたカナダという国では、昔から先

住民が、イグルーという雪や氷だけでできた住

まいを建て、厳しい寒さの中で暮らしていまし

た。イグルーの作り方や大きさによって、住ま

いだけではなく、先住民が集まって宗教的行事

や祝宴などを行う建物もありました。カナダの

隣にある、私が育ったアメリカでもこのような

言い伝えが幅広い年代に知られています。

　秋田県のＡＬＴコミュニティーの中では、昔

から日本で伝わってきた「カマクラ」という文

化に対して、カナダの先住民の言葉である「イグ

ルー」を使うのがふさわしいかどうか、意見が

分かれています。

　２月に行われる日本の宗教との関連が強い葛

黒の火まつりなどにかまくらが数多く並びます

し、大きなかまくらの中に入って甘酒を御馳走

になる行事も各地方にあります（「祝宴」には、

かなわないかもしれませんが…）。しかし私の中

では「イグルー」

ではなく、英語

でも「カマクラ」

と呼んだ方が自

然な感じです。

　ちなみに、今

回の写真は、近

所のかまくら祭

りの様子デス。

「近所のカマクラ」

畠山 奈央子さん（33）
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迎
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０
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。
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Ｃ
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そ
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方
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診
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す
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火
）

19
日（
水
）

21
日（
金
）

23
日（
日
）

25
日（
火
）

26
日（
水
）

27
日（
木
）

28
日（
金
）

１
月
１
日（
火
）

２
日（
水
）

３
日（
木
）

４
日（
金
）

６
日（
日
）

８
日（
火
）

10
日（
木
）

11
日（
金
）

12
日（
土
）

13
日（
日
）

14
日（
月
） ▽

北
秋
田
市
行
政
評
価
委
員
会 

報
告
書
提
出（
本
庁
舎
）

▽
北
秋
田
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会（
本
庁
舎
）

▽
北
秋
田
市
議
会
12
月
定
例
会 

最
終
日（
議
事
堂
）

▽
第
15
回
津
谷
永
光
杯
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会（
鷹
巣
体
育
館
サ
ブ
）

▽
市
営
薬
師
山
ス
キ
ー
場
開
き
安
全
祈
願
祭（
同
所
ヒ
ュ
ッ
テ
）

▽
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ《
高
校
生
と
語
る
北
秋
田
市
》（
市
民
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
北
秋
田
市
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会 

委
嘱
状
交
付（
本
庁
舎
）

▽
年
末
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
オ
リ
ッ
ク
ス
２
軍
新
監
督 

中
嶋
聡

氏
表
敬
訪
問（
本
庁
舎
）

▽
第
38
回
北
秋
田
市
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
開
会
式（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
大
太
鼓
叩
き
初
め（
大
太
鼓
の
館
）

▽
坊
沢
地
区
新
春
交
流
会（
坊
沢
公
民
館
）▽
七
日
市
地
区
新
春
交
流

会（
七
日
市
公
民
館
）▽
舟
見
町
自
治
会
自
主
防
災
組
織 

県
表
彰
を

祝
う
会（
鷹
巣
児
童
館
）

▽
北
秋
田
市
消
防
出
初
式 

分
列
行
進
・
観
閲
・
式
典（
文
化
会
館
ほ

か
）▽
年
頭
訓
示（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
年
頭

訓
示（
米
代
流
域
衛
生
セ
ン
タ
ー
）

▽
北
秋
田
地
区
防
犯
指
導
隊
連
合
会
・
交
通
指
導
隊
連
合
会 

査
閲
式

（
合
川
公
民
館
）▽
綴
子
地
区
新
春
交
流
会（
綴
子
公
民
館
）▽
伊
勢
町

新
春
交
流
会（
伊
勢
町
自
治
会
館
）

▽
日
本
遺
産
事
業
推
進
協
議
会
設
立
総
会（
阿
仁
庁
舎
）

▽
北
秋
田
市
商
工
会
女
性
部
第
42
回
新
春
交
流
会（
市
民
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
）

▽
北
秋
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー
所
員
発
表
会（
文
化
会
館
）

▽
東
地
区
新
年
交
流
会（
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
か
え
）

▽
沢
口
地
区
新
春
交
流
会（
沢
口
林
業
セ
ン
タ
ー
）▽
第
26
回
の
れ
そ
れ
年

末
年
始
大
売
出
し
大
抽
選
会・餅
ま
き（
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

▽
ふ
る
さ
と
大
使
豪
風
関
初
場
所
応
援
ツ
ア
ー
〜
15
日（
東
京
都
）

▲幹部職員約100人を前に年頭の訓示を
する津谷市長
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設立
総会

　平成31年北秋田市消防出初式が、１月４日に鷹巣
地区で開催され、消防団員約500人が市民ふれあい
プラザから文化会館までを分列行進し、無火災と無
災害を願い消防団員としての決意を新たにしました。
　式典では、はじめに津谷市長が「市民の生命と財
産を守るための活動に引き続き一層のご尽力をお願
いする」などと式辞を述べました。また、藤田久悦
団長は「複雑で多様化する各種災害に対応できるよ
う、さらなる知識と技術の向上に努めてほしい」な
どと訓示し、団員の士気を高めました。

地域
行事

　北秋田市陸上競技協会主催の第38回北秋田市元旦
マラソンが、１月１日に市役所周辺の市道をコース
に行われ、幼児から一般まで251人が参加して、寒
風に負けず元気に走り初めを満喫しました。
　元旦マラソンは、距離２キロのファミリーコース
と４キロのチャレンジコースの２種目で行われまし
た。この日は、寒気が入り雪が舞うあいにくの天気
でしたが、ランナーは、沿道の家族や友人から熱い
声援を受けながら思い思いのペースで走り、新年の
走り初めを楽しみながらゴールを目指しました。

地域
行事

　新春恒例の大太鼓叩き初めが、１月２日に大太鼓
の館で行われ、４張りの綴子大太鼓が大音響をとど
ろかせ、今年１年の安全と地域発展を願いました。
　この日は、綴子上町・下町大太鼓保存会がそれぞ
れ２曲演奏した後、両保存会による合同の「街道下
り」が威勢よく打ち鳴らされ、雷鳴のように響き渡
る大太鼓の音に来館者から歓声があがりました。
　演奏後には、ふれあい太鼓体験が行われ、帰省中
の家族連れなどが実際に大太鼓を叩いてみたり、記
念撮影をしながら楽しんでいました。

地域
行事

　秋田内陸線阿仁合駅しあわせのイルミネーション
点灯式が、12月22日に同駅舎前で行われ、集まっ
た市民とともに、色鮮やかな光を灯しました。
　このイルミネーションは、阿仁電友会（菊地忠雄
会長）が、北秋田市の冬の観光イメージアップを図
ろうと、市の市民提案型まちづくり補助金の助成を
受けて初めて企画しました。
　カウントダウンの後に駅舎の電飾が一斉に点灯す
ると、点灯式に駆けつけた市民から歓声があがりま
した。点灯期間は、３月15日までです。

点灯
式

　第26回全国中学校駅伝競走大会で７位入賞を果た
した鷹巣中学校女子駅伝部が、12月20日に市役所を
訪れ、津谷市長に大会の結果を報告しました。
　同校女子駅伝部は、９月に秋田市で行われた秋田
県中学校駅伝競走大会で優勝し、６年連続12回目の
全国大会への切符を獲得しました。また、10月に福
島市で行われた東北中学校女子駅伝競走大会では、
３位の成績を収めました。報告を受けた津谷市長は
「仲間で駅伝をやってよかったという思いを忘れず
に頑張ってほしい」などと健闘をたたえました。

結果
報告

　北秋田市日本遺産事業推進協議会設立総会が、１
月８日に阿仁庁舎で行われ、委員７人が規約の承認
や役員の選任を行い、阿仁マタギ文化の日本遺産認
定を目指すことを確認しました。
　阿仁マタギ文化は、阿仁地域に伝わる山神信仰や
狩猟採集等による生活、根子番楽をはじめとする民
族芸能で構成されています。国重要有形民俗文化財
の阿仁マタギの狩猟用具293点など25件を構成文化
財として、１月17日に申請手続きを行いました。
今後は４月に認定の可否が文化庁より発表されます。

　北秋田市商工会女性部（和田テヱ子部長）主催の
第42回北秋田市新春交流会が、１月10日に市民ふれ
あいプラザで開かれ、商工会会員や各団体長など約
420人が出席して新年の門出を祝いました。
　和田部長は「今年も商工会女性部は、親商工会や
青年部と連携し、行政と一体となって活力ある地域
づくりを目指して活動したい」などと述べました。
　交流会では、華やかな雰囲気の中、出席者は互い
に新年のあいさつを交わしながら、景気の見通しな
どを話題に交流を深めていました。

交流
会

家内安全と地域発展を祈願
平成31年綴子大太鼓叩き初め

活気あふれる地域を目指して
第42回北秋田市新春交流会

全国中学校駅伝大会で７位入賞
鷹巣中学校女子駅伝部が全国大会の結果を報告

しあわせの駅が光に彩られる
阿仁合駅しあわせのイルミネーション点灯式

さらなる消防知識と技術の向上を
平成31年北秋田市消防出初式

阿仁マタギ文化を日本遺産申請へ
北秋田市日本遺産事業推進協議会設立総会

寒風に負けず恒例の走り初め
第38回北秋田市元旦マラソン
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心はぐくむ絵本読み聞かせ心はぐくむ絵本読み聞かせ

　▲親子のふれあい遊びを楽しむ参加者

◆
オ
ー
ブ
ン
不
要
！
お
う
ち
で
簡
単
パ
ン
作
り

日
時　
①
２
月
５
日（
火
）　
②
12
日（
火
）

　
　
　
③
19
日（
火
） 

10
時
〜
12
時

会
場　
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

講
師　
小
山
久
美
さ
ん

参
加
費　
各
回
１
５
０
０
円（
材
料
費
）

定
員　
各
回
20
人（
親
子
で
の
参
加
も
可
）

申
込
締
切　
各
回
３
日
前
ま
で

※
託
児
利
用
の
方
は
、ね
ま
ー
る
広
場（
84‐

８
５
６
０
）へ
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
１
歳
以
上
、
先
着
６
人
）

　
北
秋
田
市
で
は
地
域
の
歴
史
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
古
文
書
の
保
存
・
調
査
研

究
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
各
家
々

に
伝
わ
る
貴
重
な
古
文
書
に
つ
い
て
、
情

報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
古
文
書
で
「
何
が
書
い
て
い
る
か
わ
か

ら
な
い
」「
い
つ
の
も
の
か
わ
か
ら
な
い
」

も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
古
文
書
の
処
分
を
考
え
て
い

る
場
合
も
、
北
秋
田
市
が
保
管
し
ま
す
の

で
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
古
文
書
は
地
域
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
、

重
要
な
文
化
財
で
す
。
蔵
や
押
入
れ
の
中

な
ど
を
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
樺
細
工
の
ル
ー
ツ
は
合
川
に
あ
り
！

日
時　

２
月
27
日（
水
）

　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時

会
場　
合
川
公
民
館

講
師　
三
浦
欽
一
さ
ん　
参
加
費　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◆
は
じ
め
て
の
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

〜
怒
ら
な
い
伝
え
方

日
時　

２
月
20
日（
水
）

　
　
　
10
時
〜
11
時
30
分

会
場　
合
川
公
民
館

講
師　
佐
藤
絵
里
さ
ん

定
員　
20
人（
要
予
約
）　
参
加
費　
無
料

申
込
締
切　

２
月
15
日（
金
）

　
高
校
生
を
対
象
に
し
た
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
を
開
催
し
ま
す
。
季
節
の
写
真
や
街
の

風
景
、
隠
れ
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
、
北
秋
田
市

の
魅
力
が
つ
ま
っ
た
写
真
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
の
未
来

を
時
間
を
か
け
て
つ
く
り
あ
げ
て
い
る

（
紡
ぐ
）
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
ど
の
よ
う
な
お
祭
り
で
す
か

　
七
日
市
葛
黒
地
区
に
伝
わ
る
小
正
月

行
事
「
葛
黒
火
ま
つ
り
か
ま
く
ら
」
は

江
戸
時
代
の
宝
暦
年
間
に
始
ま
っ
た
と

言
わ
れ
て
お
り
、
約
２
７
０
年
の
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
火
ま
つ
り
か
ま
く
ら
は
、

切
り
出
し
た
栗
の
木
に
稲
わ
ら
や
豆
殻

を
く
く
り
つ
け
御
神
木
と
し
、
み
ん
な

の
力
で
立
ち
上
げ
、
火
を
点
け
て
、
御

神
木
に
向
か
っ
て
み
ん
な
で
「
お
ー
い
、

か
ま
く
ら
の
権
五
郎
」
と
叫
び
、
無
病

息
災
を
祈
願
す
る
お
祭
り
で
す
。

　
平
成
11
年
に
人
手
不
足
の
ほ
か
、
稲

刈
り
の
機
械
化
や
畜
産
農
家
が
い
な
く

な
っ
た
こ
と
で
、
ま
つ
り
に
必
要
な
稲

わ
ら
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
な

ど
が
原
因
で
一
度
途
絶
え
ま
し
た
が
、

平
成
26
年
に
七
日
市
の
「
お
さ
る
べ
元

気
く
ら
ぶ
」
の
後
押
し
で
復
活
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

◇
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か

　
葛
黒
集
落
は
最
盛
期
に
は
48
戸
が
生

活
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
22
戸
。

人
手
が
必
要
な
こ
の
行
事
は
、
集
落
の

人
だ
け
で
は
維
持
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
参
加
型
の
行
事
と
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
す
る
こ
と
に
よ
り
毎
年

開
催
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
課
題
だ
っ
た
稲
わ
ら
は
市
内
外
の
農

家
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
三
反
歩
の
量

を
確
保
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
３
年
前
に
は
こ
の
行
事
を
後
世
に

伝
え
る
た
め
に
保
存
会
を
結
成
し
ま
し

た
。
現
在
約
15
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

◇
葛
黒
火
ま
つ
り
か
ま
く
ら
の
Ｐ
Ｒ
を

　
御
神
木
を
立
て
た
時
と
、
火
を
点
け

た
瞬
間
は
壮
観
で
、
葛
黒
で
し
か
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
す
。
今
年
は

２
月
17
日
に
開
催
し
ま
す
。
16
時
頃
に

御
神
木
を
立
ち
上
げ
、
18
時
に
点
火
し

ま
す
。
ぜ
ひ
葛
黒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
葛
黒
火
ま
つ
り
か
ま
く
ら
保
存
会

　
会
長 

堀
部
栄
一
さ
ん
（
七
日
市
）

木の立ち上げを指示する
堀部会長 ⑨

合
川
公
民
館
定
期
講
座

「
子
育
て
マ
マ
応
援
塾
」
受
講
生
募
集

　

 

合
川
公
民
館 

☎
78‐

２
１
１
４

申
問北

秋
田
市
高
校
生
協
働
地
域
活
性
化
事
業

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

　

 

生
涯
学
習
係 

☎
62‐

１
１
３
０

申
問 　

 

合
川
公
民
館 

☎
78‐

２
１
１
４

申
問 第
１
６
１
回
合
川
公
民
館
ろ
ば
た
講
座

　合川公民館定期講座「子育てママ応援塾」が、12
月19日に合川公民館で行われ、６組12人の親子が参
加しました。
　この講座は「子育て中だからこそ、学べる・体験
できる」というコンセプトのもと、毎月テーマを変
えて開催しています。
　この日は「心はぐくむ絵本読み聞かせ」と題し、
読み聞かせボランティア「おはなしピッコロ」の関
芳子さんと田中由美子さんを講師に、絵本の読み聞
かせのほか、絵本を通した心のはぐくみ方を学びま

した。また、参加した子どもたちには、折り紙で作
られたサンタとリースがお土産に手渡されました。～合川公民館「子育てママ応援塾」～

校訓は「明るく・楽しく・元気よく！」校訓は「明るく・楽しく・元気よく！」

　▲見て、触って、木の感触を楽しむ

　今回で９回目となる「冬の笑楽校」が、１月９日
に市民ふれあいプラザで行われ、北秋田市と上小阿
仁村の小学生40人が参加しました。
　この日は、AAREAの小林孝生さんから木の名前や
種類を学びながら、自分だけのペンダント作りに挑
戦したほか、上小阿仁村生涯学習奨励員の大城戸ツ
ヤ子さんを講師に「カレーきりたんぽ鍋風」作り、
北秋田警察署と連携した「鑑識体験」、音楽に合わ
せて体を動かす「ミュージックケア」を体験しました。
　参加した児童からは「ペンダント作りが面白かっ

た」「ミュージックケアが楽しかった」などの声があ
がり、地域と学校の枠を超えて授業を楽しみました。～冬の笑楽校2019×大人と子どものサポートDAY～

　

 

文
化
係 

☎
62‐

６
６
１
８

問 自
宅
に
古
文
書
が
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

地域の子どもたちの育成のために地域の子どもたちの育成のために

　▲交流センターでの講演には20人が参加

　「学校・家庭・地域連携協働活動推進研修会」が、
１月12日に北秋田市交流センターと阿仁公民館の２
会場で行われ、特定非営利法人スクール・アドバイ
ス・ネットワークの生重幸恵理事長が「次代を担う
子どもたちの育成を～他人ごとにしない世の中へ」
をテーマに講演を行いました。
　この日は、地域コーディネーターや市内外の学校
関係者、行政職員などが参加し、他県で行われてい
る地域課題の解決に向けた取り組みを学びました。
　参加者からは「学校と地域の間にある壁を取り除

くヒントをもらうことができ、大変よい機会になっ
た」などと感想が述べられました。～学校・家庭・地域連携協働活動推進研修会～

エ リ ア

しょうがっこう

コ
ム
コ
ム
短
期
講
座

「
コ
ム
コ
ム
・
お
う
ち
パ
ン
講
座
」

　

 

生
涯
学
習
係 

☎
62‐

１
１
３
０

申
問
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「
市
長
と
語
ろ
う
！
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
は
、
市
民
に
市
政
を
よ
り
身
近

に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
市
民
と

市
長
が
直
接
対
話
す
る
こ
と
を
重
視
し

た
意
見
交
換
会
で
す
。
今
回
は
「
高
校

生
と
語
る
北
秋
田
市
」
を
テ
ー
マ
に
、

北
秋
田
市
に
生
ま
れ
育
っ
た
高
校
２
年

生
10
人
と
、
当
市
に
対
し
て
考
え
て
い

る
こ
と
や
感
じ
て
い
る
こ
と
を
率
直
に

話
し
合
い
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
津
谷
市
長
は
「
行

政
の
施
策
は
、
大
人
の
目
線
で
考
え
て

い
る
も
の
が
多
い
。
皆
さ
ん
か
ら
た
く

さ
ん
の
意
見
を
出
し
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
分
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、

次
の
世
代
に
と
っ
て
も
有
益
な
施
策
が

展
開
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
。
本
日
は
、

気
楽
に
当
市
に
対
す
る
意
見
や
自
分
た

ち
の
未
来
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
た

い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
県
北
の
若
手
農
家
グ
ル
ー

プ「
ト
ラ
男
」の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
な
ど
、

全
国
各
地
で
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
武
田
昌
大
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
「
北
秋
田
市
に
住
ん
で

い
て
思
う
こ
と
」「
ど
ん
な
仕
事
が
し
た

い
か
・
自
分
の
仕
事
に
求
め
る
こ
と
」

「
18
歳
を
迎
え
る
に
あ
た
り
思
う
こ
と
」

の
３
つ
を
テ
ー
マ
に
、
ト
ー
ク
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

高
校
生　
「
住
民
同
士
の
関
わ
り
が
深
い

と
感
じ
る
」「
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
有

効
活
用
で
き
れ
ば
活
気
が
出
る
の
で
は
」

「
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
だ
け
で
は
な
く
、
も
っ

と
当
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
す
る

べ
き
」「
遊
べ
る
施
設
が
と
て
も
少
な
い
。

カ
ラ
オ
ケ
や
喫
茶
店
が
あ
れ
ば
い
い
」

市
長　
そ
れ
ぞ
れ
の
指
摘
は
全
く
そ
の

と
お
り
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
へ
の
対
策
と

し
て
行
政
が
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て

い
る
が
、
持
ち
主
の
方
に
頑
張
っ
て
店

を
開
け
て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
家
賃
補
助
な

ど
で
き
る
限
り
の
支
援
は
し
て
い
き
た

い
。
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
は
、
市
民
に
人
気

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
に

Ｐ
Ｒ
す
る
意
味
も
含
め
て
当
市
を
売
り

出
そ
う
と
い
う
戦
略
の
一
つ
。
ハ
ロ
ー

キ
テ
ィ
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
か
す
方
法
も
考
え

た
い
。
ま
た
、
高
校
生
が
友
達
と
何
か

を
一
緒
に
や
っ
た
り
話
を
し
た
り
す
る

場
所
が
少
な
い
と
感
じ
る
。

武
田　
せ
っ
か
く
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
と
コ

ラ
ボ
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
当
市
に
来

た
人
が
買
っ
て
帰
れ
る
グ
ッ
ズ
を
販
売

す
べ
き
と
思
う
。

市
長　
販
売
で
き
る
も
の
は
や
っ
て
い

き
た
い
し
、
地
元
に
お
金
が
落
ち
る
よ

う
な
方
策
を
目
指
し
た
い
。

高
校
生　
「
放
射
線
技
師
に
な
り
た
い
」

「
も
の
づ
く
り
を
す
る
仕
事
を
し
た
い
」

「
栄
養
士
に
な
り
た
い
」「
医
者
を
目
指

し
て
い
る
」「
皆
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
れ
る
仕
事
に
就
き
た
い
」「
や
り

が
い
が
あ
り
、
地
域
の
問
題
を
解
決
で

き
た
ら
よ
い
」「
美
容
師
に
な
り
た
い
」

「
趣
味
に
関
係
す
る
仕
事
に
就
き
た
い
」

「
人
命
救
助
に
関
わ
る
仕
事
に
就
き
た

い
」「
理
学
療
法
士
に
な
り
た
い
」

市
長　
皆
さ
ん
の
意
見
を
聴
い
て
う
れ

し
か
っ
た
こ
と
は
、
人
と
の
関
わ
り
や

周
り
の
方
を
思
い
や
る
よ
う
な
仕
事
を

し
た
い
と
明
確
な
希
望
を
言
っ
て
く
れ

た
こ
と
。
明
確
な
目
的
が
あ
れ
ば
必
ず

道
は
開
け
て
く
る
。
今
は
起
業
す
る
人

に
金
融
機
関
や
行
政
が
支
援
し
て
く
れ

る
時
代
。
一
つ
の
こ
と
に
捉
わ
れ
ず
、

何
で
も
や
れ
る
こ
と
が
若
者
の
特
権
で

も
あ
る
の
で
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

武
田　
仕
事
を
選
ぶ
に
あ
た
り
近
く
の

大
人
の
話
を
聴
く
こ
と
は
す
ご
く
大
事
。

当
市
に
は
、
自
分
た
ち
で
起
業
し
て
い

る
若
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
。
実
際
に

お
店
に
顔
を
出
し
て
話
を
聴
い
た
り
す

る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

高
校
生　
「
参
政
権
が
与
え
ら
れ
る
の
で
、

若
い
人
の
意
見
が
政
治
に
反
映
さ
れ
る

の
で
は
」「
高
齢
者
が
多
い
の
で
若
い
人

の
意
見
が
反
映
さ
れ
な
い
の
で
は
」「
立

候
補
者
の
公
約
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
の

で
投
票
し
に
く
い
」「
同
じ
高
校
３
年
生

で
も
投
票
権
が
あ
る
人
と
な
い
人
が
い

る
の
で
不
平
等
だ
と
感
じ
る
」「
も
っ
と

選
挙
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
説
明
を
し
て
ほ
し
い
」「
投
票
所

の
雰
囲
気
が
会
場
に
入
り
づ
ら
い
と
感

じ
る
」「
高
校
を
卒
業
し
て
い
な
い
の
に

成
人
を
迎
え
て
も
実
感
が
な
い
」

市
長　
参
政
権
を
与
え
ら
れ
て
も
、
正

直
誰
に
投
票
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
状
態
だ
と
思
う
。
例
え
ば
、
市
の
広

報
な
ど
を
見
て
、
市
が
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
や
っ
て
い
る
の
か
、
や
っ
て
い
る

こ
と
が
自
分
た
ち
の
感
覚
と
ず
れ
て
い

る
と
思
う
こ
と
が
あ
る
は
ず
。そ
う
思
っ

た
時
に
、
自
分
の
意
見
を
ど
う
や
っ
て

出
し
て
い
け
る
か
が
選
挙
の
始
ま
り
だ

と
思
う
。
公
約
の
中
か
ら
自
分
の
意
見

と
同
じ
も
の
が
な
い
か
探
し
た
り
、
比

較
す
る
な
ど
し
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
た
い
。
た
だ
、
政
治
に
携
わ
っ
て
い

る
人
た
ち
が
、
若
い
人
た
ち
に
仕
組
み

を
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
あ
げ
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
る
。
自
分
で
考
え
判
断

で
き
る
よ
う
、
積
極
的
に
様
々
な
情
報

を
集
め
て
も
ら
い
た
い
。
皆
さ
ん
の
意

見
を
聴
い
て
、
と
て
も
頼
も
し
い
と
感

じ
た
。

高
校
生　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
市
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
け
ば
よ
い
の
で
は
。

市
長　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
う
こ
と
も
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
る
。

年
齢
層
に
合
っ
た
情
報
発
信
の
仕
方
を

研
究
し
て
い
き
た
い
。

高
校
生　
当
市
は
イ
ベ
ン
ト
が
多
い
が

周
知
が
足
り
な
い
と
感
じ
る
。
も
っ
と

大
々
的
に
周
知
す
る
べ
き
。

市
長　
気
付
い
て
も
ら
え
な
い
ポ
ス

タ
ー
や
発
信
は
何
の
意
味
も
成
さ
な
い
。

観
光
物
産
協
会
の
ほ
か
、
市
と
し
て
も

Ｐ
Ｒ
や
情
報
発
信
を
し
て
い
き
た
い
。

高
校
生　
若
者
が
地
元
に
就
職
し
て
も

ら
う
た
め
に
行
っ
て
い
る
対
策
は
。

市
長　
就
き
た
い
職
業
と
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
を
解
消
す
べ
く
商
工
会
と
協
力
し
て

い
る
。
ま
た
、
資
格
取
得
や
奨
学
金
返

済
の
支
援
な
ど
、
若
者
が
就
職
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

高
校
生　
県
外
や
市
外
か
ら
人
を
呼
び

込
む
た
め
に
し
て
い
る
こ
と
は
。

市
長　
移
住
・
定
住
支
援
室
を
設
け
、

移
住
希
望
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
た
り
、

必
要
な
情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

高
校
生　
北
鷹
高
校
は
市
内
唯
一
の
高

校
な
の
で
、
も
っ
と
地
域
の
方
々
と
交

流
で
き
る
機
会
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

市
長　
高
校
生
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
は
地

域
に
元
気
を
与
え
て
く
れ
る
。
感
謝
の

気
持
ち
を
持
ち
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け

協
力
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

市
長
と
語
ろ
う
！

　
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

市
長
と
語
ろ
う
！

　
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

高校生と語る
北秋田市

テーマ
テーマ

　
市
の
ま
ち
づ
く
り
や
行
政
課
題
な
ど
に
つ
い
て
市
民
と
語
り
合
う
「
第

２
回
市
長
と
語
ろ
う
！
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
12
月
26
日
に
市
民
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
、
北
秋
田
市
に
生
ま
れ
育
っ
た
高
校
生
10
人
が
、

ト
ー
ク
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
市
長
と
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

藤嶋 来さん
（能代高）
藤嶋 来さん
（能代高）

森川 尊さん
（秋田北鷹高）
森川 尊さん
（秋田北鷹高）

三浦陽奈さん
（秋田北鷹高）
三浦陽奈さん
（秋田北鷹高）

川村晏生さん
（能代高）
川村晏生さん
（能代高）

金 夏織さん
（秋田北鷹高）
金 夏織さん
（秋田北鷹高）

らいらい みことみこと

かおりかおり あ きあ き はるなはるな

成田悠人さん
（大館鳳鳴高）
成田悠人さん
（大館鳳鳴高）

菅原美咲さん
（秋田北鷹高）
菅原美咲さん
（秋田北鷹高）

安井陽菜さん
（大館鳳鳴高）
安井陽菜さん
（大館鳳鳴高）

藤本 巽さん
（秋田北鷹高）
藤本 巽さん
（秋田北鷹高）

羽澤海斗さん
（秋田北鷹高）
羽澤海斗さん
（秋田北鷹高）

ひ なひ な みさきみさき ゆうとゆうと

かいとかいと たつみたつみ

コーディネーターコーディネーター

武田 昌大さん武田 昌大さん
まさひろまさひろ

1985 年北秋田市
鷹巣生まれ

1985 年北秋田市
鷹巣生まれ

18
歳
を
迎
え
る
に
あ
た
り
思
う
こ
と

18
歳
を
迎
え
る
に
あ
た
り
思
う
こ
と

北
秋
田
市
に
住
ん
で
い
て
思
う
こ
と

北
秋
田
市
に
住
ん
で
い
て
思
う
こ
と

ど
ん
な
仕
事
を
し
た
い
か
・

　

自
分
の
仕
事
に
求
め
る
こ
と

ど
ん
な
仕
事
を
し
た
い
か
・

　

自
分
の
仕
事
に
求
め
る
こ
と

市
長
へ
の
要
望
・
提
案
等

市
長
へ
の
要
望
・
提
案
等
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立
春
と
は
名
ば
か
り
で
ま
だ
ま
だ

寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
暖
房
を

適
切
に
使
用
し
、
体
調
を
崩
す
こ
と

の
な
い
よ
う
十
分
に
お
気
を
付
け
く

だ
さ
い
。

　
さ
て
、
今
月
の
環
境
コ
ラ
ム
の

テ
ー
マ
は
「
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
」
で

す
。
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
と
は
、
一
人

一
人
が
別
々
の
部
屋
で
暖
房
や
照
明

を
使
用
す
る
の
で
は
な
く
、
家
族
や

仲
間
な
ど
と
同
じ
部
屋
で
過
ご
し
た

り
、
一
緒
に
外
出
す
る
こ
と
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
節
約
を
図
る
こ
と
で
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
地
球
温
暖
化
対
策

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」

の
一
環
と
し
て
２
０
１
２
年
か
ら
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
11
月
１
日
か

ら
３
月
31
日
を
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
推

奨
実
施
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
を
す
る

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
以
外
に
も
よ

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
家

族
み
ん
な
で
同
じ
部
屋
に
集
ま
れ
ば

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
家
族
や
友

人
と
楽
し
く
鍋
料
理
を
囲
め
ば
、
部

屋
も
体
も
暖
ま
り
、
絆
を
深
め
る
こ

環　境
コラム
環　境
コラム
第23回

み
ん
な
で
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
！�

　
　
　
暖
房
を
止
め
て
外
へ
出
よ
う

み
ん
な
で
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
！�

　
　
　
暖
房
を
止
め
て
外
へ
出
よ
う

と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
元
で

作
ら
れ
た
食
材
を
選
べ
ば
地
域
経
済

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
他

に
も
家
庭
の
暖
房
を
止
め
て
ま
ち
に

出
か
け
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
、
銭

湯
や
飲
食
店
へ
行
く
こ
と
も
ウ
ォ
ー

ム
シ
ェ
ア
の
一
環
で
す
。

　
環
境
に
優
し
く
、
健
康
の
増
進
に

も
つ
な
が
る
取
り
組
み
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、

残
り
少
な
い
平
成
最
後
の
冬
を
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

暖
か
さ
を
分
け
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

北秋田市
地域おこし
協力隊

き
た
あ
き
た
の

　
今
回
の
コ
ラ
ム
で
３
回
目
と
な
り

ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
高

橋
了
介
で
す
。
３
回
目
と
な
る
と
、

コ
ラ
ム
の
話
題
に
困
る
か
と
思
い
ま

し
た
が
、
協
力
隊
と
し
て
様
々
な
活

動
を
し
て
い
る
の
で
、
ネ
タ
が
無
く

な
る
こ
と
は
な
さ
そ
う
で
す
。

　
昨
年
12
月
に
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道

株
式
会
社
か
ら
の
要
請
で
内
陸
線
の

阿
仁
合
駅
に
て
、
団
体
観
光
客
に

フ
ォ
ー
カ
ス
を
合
わ
せ
て
マ
タ
ギ
姿

で
の
お
も
て
な
し
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
特
に
海
外
か
ら
の
団
体
観
光
客
に

評
判
で
、
昨
年
12
月
25
日
の
お
も
て

な
し
の
と
き
は
、
記
念
写
真
の
撮
影

に
行
列
が
出
来
る
ほ
ど
で
し
た
。
今

の
時
代
か
ら
す
る
と
、
マ
タ
ギ
衣
装

は
珍
し
い
で
す
か
ら
ね
！
最
近
で
は
、

マ
タ
ギ
衣
装
も
だ
い
ぶ
馴
染
み
「
高

橋
さ
ん
、
マ
タ
ギ
衣
装
が
普
段
着
で

す
ね
」
と
言
わ
れ
た
り
し
ま
す
。

　
昨
年
の
「
の
り
も
の
ま
つ
り
」
か

「
阿
仁
合
駅
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！
」

ら
の
地
道
な
活
動
に
よ
り
、
着
々
と

認
知
さ
れ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
る

も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
Ｐ
Ｒ
不
足
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て

私
の
マ
タ
ギ
姿
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
へ
投
稿
し
、
情
報

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
阿
仁
合
駅
や
イ
ベ
ン
ト
で

私
の
マ
タ
ギ
姿
を
見
か
け
た
ら
、

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
「
＃
北
秋
田
市
」

「
＃
マ
タ
ギ
」「
＃
阿
仁
合
駅
」
と
付

け
て
投
稿
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
い
る
皆
さ

ん
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

vol.10

高橋了介隊員

▲マタギ姿でおもてなし

今年の冬は

みんなでウォームシェア！

平成30年度 北秋田市医療介護研修会・医療講演会平成30年度 北秋田市医療介護研修会・医療講演会

　健康に関する理解向上等を目的として、下記の研修会および講演会を開催します。皆さまお誘い
合わせのうえ、ぜひご参加ください。
　なお、当日参加も可能ですが、席数の都合上、地域医療対策室へ直接または電話にて事前の申し
込みをお願いします。また、当日は送迎バスを運行します（要申込、先着順）。発着場所等、詳し
くは地域医療対策室にご確認ください。

申　 医療健康課 地域医療対策室 ☎62‐6626問

２月23日（土） 14時～16時
北秋田市保健センター ホール
畠山歯科医院（大仙市）院長 畠山桂郎先生
オーラルフレイル予防で健康寿命の延伸を

※講演とともに歯科衛生士による口腔機
能強化の体操も行います。

日時
場所
講師
演題

北秋田市医療介護研修会

３月16日（土） 14時～16時
市民ふれあいプラザ 多目的ホール
北秋田市民病院循環器内科
診療部長 佐藤誠先生
心臓病の怖イイ話 ～予防と治療の119番～

日時
場所
講師

演題

北秋田市医療講演会

市民プールにトレッドミル２台増設

　独立行政法人日本スポーツ振興センター（JAPAN SPORT COUNCIL）のスポーツ振興くじ助成金
（307 万円（予定））を受け、市民プールにトレッドミル（ランニングマシン）２台が新たに導入されまし
た。これまでは２台のトレッドミルで運用しており、予約してから使用までの待ち時間が長く利用者の皆様
にはご不便をおかけしていましたが、２台増設したことにより利用しやすい環境が整備されました。
　平成 28年度のスポーツ振興くじ助成により導入されたアークトレーナーとともに、日頃の健康増進や冬
場の運動不足解消にぜひご利用ください。また、サイクルマシン５台の更新も行いました。

　スポーツ振興くじ助成は、スポーツくじ（toto、BIG）の販売により得られ
る資金をもとに、地方公共団体及びスポーツ団体が行うスポーツ振興を目
的とする事業に対して行われます。

スポーツ振興くじ助成とはスポーツ振興くじ助成とは

　 鷹巣体育館
　 ☎62‐3800
　 鷹巣体育館
　 ☎62‐3800
問
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母
子
健
康
手
帳
交
付

日
に
ち　

２
月
４
日（
月
）、18
日（
月
）、

　
　
　
　
25
日（
月
）

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
手
続
き
に
は
30
分
程
か
か
り
ま
す
。

持
ち
物　
妊
婦
本
人
の
個
人
番
号
カ
ー
ド

又
は
通
知
書
、本
人
確
認
書
類

※
交
付
日
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

は
、必
ず
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
分
測
定
日

　

定
期
的
な
体
組
成
測
定
で
健
康
な「
か

ら
だ
」作
り
始
め
ま
せ
ん
か
？

日
に
ち　

２
月
25
日（
月
）

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間　
９
時
〜
16
時

　
　
　
　
　
（
所
要
時
間
15
分
〜
30
分
）

内
容　
体
組
成
測
定
、測
定
値
の
説
明
等

が
ん
サ
ロ
ン「
北
秋
田 

虹
の
会
」

　
が
ん
患
者
や
家
族
が
抱
え
て
い
る
不
安

や
悩
み
な
ど
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
？（
個
人
情
報
は
守
り
ま

す
）ご
自
由
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
28
日（
木
） 

13
時
〜
15
時

場
所　
男
女
共
同
参
画
活
動
拠
点
施
設

　
　
　
「
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ・
北
秋
田
」

（
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

乳
幼
児
健
診・相
談

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
／
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
／
バ
ス
タ
オ
ル
ほ
か

▽
４
か
月
児
健
康
診
査

日
に
ち　

２
月
27
日（
水
）

受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

対
象　
平
成
30
年
10
月
生
ま
れ
の
子

▽
７
か
月
児
育
児
相
談

日
に
ち　

２
月
27
日（
水
）

受
付
時
間　
９
時
45
分
〜
10
時

対
象　
平
成
30
年
７
月
生
ま
れ
の
子

▽
10
か
月
児
健
康
診
査

日
に
ち　

２
月
27
日（
水
）

受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

対
象　
平
成
30
年
４
月
生
ま
れ
の
子

▽
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

日
に
ち　

２
月
６
日（
水
）

受
付
時
間　
12
時
30
分
〜
12
時
45
分

対
象　
平
成
29
年
６・
７
月
生
ま
れ
の
子

▽
３
歳
児
健
康
診
査（
鷹
巣
地
区
）

日
に
ち　

２
月
13
日（
水
）

受
付
時
間　
12
時
30
分
〜
12
時
45
分

対
象　
平
成
27
年
９
〜
11
月
生
ま
れ
の
子

心
の
サ
ロ
ン
へ
ど
う
ぞ

　
お
茶
で
も
飲
ん
で
話
を
し
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

〇
サ
ロ
ン「
お
茶
っ
こ
」

場
所　
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
２
月
14
日（
木
） 

10
時
〜
13
時
30
分

〇
サ
ロ
ン「
す
か
っ
と
」

場
所　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　

２
月
15
日（
金
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
梅
っ
こ
」

場
所　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
２
月
25
日（
月
） 

10
時
30
分
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
あ
ん
ず
」

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

日
時　
毎
週
金
曜
日 

11
時
〜
14
時

※
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
れ
も

ん
の
会
」に
よ
る
サ
ロ
ン
で
す
。

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
個
別
相
談

　

誰
に
も
相
談
で
き
ず
、一
人
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、家

族
や
支
え
る
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
に
ち　

２
月
22
日（
金
）

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

内
容　
臨
床
心
理
士
が
個
別
に
相
談
に
応

じ
ま
す
。（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

心
の
サ
ロ
ン
へ
ど
う
ぞ

　
お
茶
で
も
飲
ん
で
話
を
し
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

〇
サ
ロ
ン「
お
茶
っ
こ
」

場
所　
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
２
月
14
日（
木
） 

10
時
〜
13
時
30
分

〇
サ
ロ
ン「
す
か
っ
と
」

場
所　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　

２
月
15
日（
金
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
梅
っ
こ
」

場
所　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
２
月
25
日（
月
） 

10
時
30
分
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
あ
ん
ず
」

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

日
時　
毎
週
金
曜
日 

11
時
〜
14
時

※
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
れ
も

ん
の
会
」に
よ
る
サ
ロ
ン
で
す
。

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
個
別
相
談

　

誰
に
も
相
談
で
き
ず
、一
人
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、家

族
や
支
え
る
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
に
ち　

２
月
22
日（
金
）

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

内
容　
臨
床
心
理
士
が
個
別
に
相
談
に
応

じ
ま
す
。（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座（
後
期
）

日
に
ち　
３
月
４
日（
月
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
予
定
日
が
平
成
31
年
４
月
〜
６
月

出
産
予
定
の
妊
婦
と
夫

内
容　
先
輩
マ
マ
＆
ベ
ビ
ー
と
の
交
流
／

母
乳
育
児・家
族
計
画
に
つ
い
て

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳

申
込
締
切　

２
月
25
日（
月
）

に
じ
い
ろ
リ
ボ
ン（
子
育
て
サ
ー
ク
ル
）

日
時　
３
月
１
日（
金
） 

10
時
〜
11
時
30
時

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
に
お
住
ま
い
の
未
入
園
の
お

子
さ
ん
と
保
護
者

内
容　
お
ひ
な
さ
ま
の
製
作

参
加
費　
無
料

※
申
し
込
み
不
要
。直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

母
子
保
健
推
進
員
募
集

　

母
子
保
健
事
業
に
関
心
が
あ
り
、乳
幼

児
健
診
等
の
母
子
保
健
事
業（
年
15
回
程
）

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

任
期　
平
成
31
年
か
ら
２
年
間

対
象　
概
ね
68
歳
ま
で

申
込
締
切　

２
月
28
日（
木
）

※
詳
細
は
医
療
健
康
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
　

 　
　
医
療
健
康
課 

健
康
推
進
係

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
62‐

６
６
６
６

申
問

　
健
康

■文化会館　☎62‐3311
▼２/24（日）第38回ヤマハ音楽教
室発表会＝開演【１部】９時30分～
【２部】12時45分～入場無料
■合川公民館　☎78‐2114
【ロビー展】２/８（金）～15日（金）
陽だまりの華
■スポーツ　☎62‐3800
▼２/３（日）北部卓球選手権大会
（一般・高校の部）＝鷹巣体育館
▼２/３（日）第64回北秋田学童ス
キー大会＝〈距離競技〉空港緑地ク
ロカンコース〈大回転競技〉森吉山
阿仁スキー場
▼２/９（土）森吉総合スポーツセ
ンター杯中学校団体選抜インドア
ソフトテニス大会＝森吉総合ス
ポーツセンター
▼２/10（日）北秋田市協会長杯ユ
ニカール大会＝鷹巣体育館

▼２/10（日）秋田県マスターズ水
泳交流記録会＝北秋田市民プール
▼２/16（土）～17（日）大館北秋田
高校新人・一般社会人バスケット
ボール大会＝合川体育館
▼２/17（日）北秋田市ジュニア・高
校生対社会人交流戦（バドミント
ン競技）＝鷹巣体育館
▼２/17（日）第54回大館・北秋田ス
キー米内沢大会＝米内沢スキー場
▼２/24（日）第39回県民歩くス
キーのつどい＝北欧の杜公園

２月の休館日
■鷹巣図書館 ☎62‐1707
　６日、11日、13日
　17日、20日、27日
【開館時間】 ９時～19時
　※土日、振替休日は17時まで
■森吉図書館 ☎72‐3192
　６日、11日、13日
　17日、20日、27日
【開館時間】 ９時～17時

申し込みは

２月６日（水）まで

申し込みは

２月６日（水）まで

第54回大館・北秋田スキー米内沢大会第54回大館・北秋田スキー米内沢大会

　 鷹巣体育館内 事務局 ☎62‐3800　 鷹巣体育館内 事務局 ☎62‐3800

２月17日（日）２月17日（日）日にち日にち

申問

市民プール
リニューアルオープン

市民プール
リニューアルオープン

日にち　２月１日（金）
当日はプールの利用料無料、その
他イベントあり。

問　 市民プール ☎62‐5001　 地域包括支援センター ☎69‐7061

テーマ

北秋田市地域づくり研修会北秋田市地域づくり研修会

みんなで考える地域づくりみんなで考える地域づくり

日時日時 ２月28日（木）
13時30分～15時30分

場所場所 市民ふれあいプラザ
コムコム 多目的ホール

申問

【内容】 

申し込みは２月15日（金）まで！申し込みは２月15日（金）まで！

～助け合いと支え合い
　みんなではぐくむ地域のきずな～

◇講話 「停電から見えてきた
　　　　　　　　地域づくり」
◇グループワーク
　「ひと・ものの備えから身近
　な地域づくりに動いてみま
　せんか」
【講師・コーディネーター】
　　 鳥居一頼 先生

（アルペン回転競技）（アルペン回転競技）
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申
問

お
知
ら
せ

精
神
保
健
相
談・

　
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談

日
に
ち　

２
月
22
日（
金
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時（
受
付
13
時
〜
）

場
所　
北
秋
田
保
健
所
２
階

※
前
日
午
前
ま
で
要
予
約
。

　
　

 

北
秋
田
保
健
所 

☎
62‐
１
１
６
５

が
ん
サ
ロ
ン「
あ
じ
さ
い
」

　

が
ん
サ
ロ
ン「
あ
じ
さ
い
」で
は
、患
者

さ
ん
や
ご
家
族
が
病
気
の
体
験
や
思
い
を

語
っ
た
り
、聞
い
た
り
し
な
が
ら
ホ
ッ
と

す
る
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。一
人
で
悩
ま
ず
、同
じ
仲

間
と
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

日
時

▽
２
月
15
日（
金
） 

11
時
〜
13
時

▽
３
月
22
日（
金
） 

11
時
〜
13
時

場
所　
北
秋
田
市
民
病
院
３
階

　
　
　
医
療
福
祉
相
談
室

　

 

北
秋
田
市
民
病
院 

☎
78‐
２
１
１
７

問

　測定の結果、
秋田県の通常レ
ベルを超える数
値は観測されて
いません。

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合川庁舎前
　〃　森吉庁舎前
　〃　阿仁庁舎前
クリーンリサイクルセンター前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.03
0.04
0.05
0.05
0.03
0.03
0.03

測定結果

（単位：マイクロシーベルト毎時）

北秋田市環境放射線量測定結果北秋田市環境放射線量測定結果
空間線量調査（１月９日測定）空間線量調査（１月９日測定）

※県の通常レベル
　0.022～0.086

問い合わせ
生活課環境係
☎62‐1110

～認知症を学ぶ～まちかどカフェ
　認知症で悩んでいる方、介護されてい
る方、支えている地域の人との出会いの
場に、お気軽にお立ち寄りください。

日　時 開催場所
森吉コミュニティセンター

2月14日（木） 10時～12時
2月12日（火） 10時～12時

阿仁山村開発センター
2月19日（火） 10時～12時 合川庁舎
2月20日（水） 10時～15時 げんきワールド
問　 地域包括支援センター ☎69‐7061

む
し
歯
の
な
い
子

む
し
歯
の
な
い
子

▼
11
月
21
日
の
健
診

松

岡

り

き

松
岡
ひ
ろ
と

成
田
こ
な
つ

櫻
田
か
ず
も

塩

崎

ゆ

う

櫻
田
あ
お
と

柴
田
な
な
か

武

石

こ

ゆ

金

　

み

ゆ
ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

金
沢
団
地

松
ヶ
丘

合
川
李
岱

東
根
田

林

岱

七

曲

本
城
御
嶽

根
小
屋

高
校
通
り

幸
せ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

（
不
妊・不
育
症
治
療
費
助
成
事
業
）

　
北
秋
田
市
で
は
特
定
不
妊・一
般
不
妊
・

不
育
症
治
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

▽
特
定…
一
回
あ
た
り
20
万
円
ま
で

　
　
　
　
（
県
の
助
成
に
上
乗
せ
し
ま
す
）

▽
一
般…

単
年
度
あ
た
り
20
万
円
ま
で

▽
不
育
症…

単
年
度
あ
た
り
15
万
円
ま
で

【
助
成
期
間
】　
各
助
成
と
も
５
か
年
ま
で

※

転
出
入
期
間
等
、諸
条
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

一
般
不
妊
・
不
育
症
に
つ
い
て
は
年
度

中
の
治
療
費
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
参
加
者
募
集

　

老
化
を
予
防
し
、元
気
は
つ
ら
つ
に
過

ご
す
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

対
象　
60
歳
以
上
で
市
の
特
定
健
診
・
後

期
高
齢
者
健
診
を
受
け
た
方

期
間　

４
月
〜
６
月（
週
１
回
３
か
月
間
）

場
所　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
専
用
マ
シ
ン
を
使
用
し
た
軽
運
動

申
込
締
切　

２
月
22
日（
金
）

※

送
迎
有
り
。
60
歳
未
満
の
方
で
も
体
力

に
不
安
の
あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

 

合
川
保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
78‐

４
２
７
２

　
　
　

 　
　
医
療
健
康
課 

健
康
推
進
係

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
62‐

６
６
６
６

申
問

　
健
康

す
こ
や
か
健
康
講
座

【
共
通
事
項
】

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

《
第
３
回
》

日
に
ち　

２
月
15
日（
金
） 

内
容　
「
肝
臓
と
生
活
習
慣
病
」

講
師　
北
秋
田
市
民
病
院
消
化
器
内
科 

安
次
嶺
拓
馬
科
長

《
第
４
回
》

日
に
ち　

２
月
20
日（
水
） 

内
容　
「
元
気
に
長
生
き
！
認
知
症
の
予
防
」

講
師　
遠
藤
ク
リ
ニ
ッ
ク　
遠
藤
勝
實
院
長

《
第
５
回
》

日
に
ち　

２
月
28
日（
木
） 

内
容　
「
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
予
防
と
治
療
」

講
師　
ま
る
や
耳
鼻
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　
丸

屋
信
一
郎
院
長

※

各
回
と
も
阿
仁・森
吉・合
川
か
ら
バ
ス

が
出
ま
す
。希
望
者
は
要
申
し
込
み
。

働
く
男
性
の
料
理
教
室

　
〜
お
っ
さ
ん
ず
キ
ッ
チ
ン
〜

日
時　

２
月
22
日（
金
） 
18
時
〜
20
時

場
所　
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
調
理
室

対
象　
20
〜
50
歳
代
男
性
市
民

定
員　
20
人

内
容　
調
理
実
習
／
講
話

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、筆
記
用
具

申
込
締
切　

２
月
14
日（
木
）

※

参
加
費
無
料
。定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

北
秋
田
市

が
ん
患
者
補
正
具
購
入
費
助
成

《
対
象
》　
平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
に
購

入
し
た
乳
房
補
正
具
と
頭
髪
補
正
具
の
購

入
費

《
助
成
限
度
額
》

▽
乳
房
補
正
具…

２
万
円

▽
頭
髪
補
正
具…

３
万
円

《
申
請
期
限
》

　
購
入
し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日

※

申
請
方
法
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

県
の
助
成
を
受
け
る
場
合
、購
入
し
た

費
用
か
ら
県
の
助
成
額
を
差
し
引
い
た
額

を
助
成
対
象
経
費
と
し
ま
す
。

税国
民
健
康
保
険
税
第
８
期

の
納
期
限　
2
月
28
日

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
出
張
セ
ン
タ
ー
開
設
日

日
時　
３
月
３
日（
日
） 

11
時
〜
16
時

場
所　
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
研
修
室
Ａ

内
容　
①
会
員
登
録
②
お
相
手
検
索
③
結

婚
に
関
す
る
相
談

※
完
全
予
約
制
。開
設
日
の
２
日
前
ま
で

に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

 

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
北
セ

ン
タ
ー　
０
８
０
０‐
８
０
０‐
０
４
１
３

障
が
い
者
に
対
す
る
航
空
旅
客

運
賃
割
引
の
適
用
範
囲
が
拡
大

　
平
成
31
年
１
月
16
日
予
約
受
付
分
よ
り

障
が
い
者
手
帳
所
持
者
の
航
空
旅
客
運
賃

の
割
引
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
新
た
に
精
神
障
が
い
者
に
も
割
引

が
適
用
さ
れ
、身
体
障
が
い
者
及
び
知
的

障
が
い
者
に
対
し
て
も
障
が
い
の
程
度
に

関
わ
ら
ず
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
に
対
し
、

介
護
者
１
人
ま
で
割
引
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
航
空
会
社
に
よ
っ
て
は
先
行
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

対
象
者（
満
12
歳
以
上
）

▽
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

▽
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

▽
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち

の
方（
有
効
期
限
内
で
あ
る
こ
と
）

▽
各
手
帳
を
お
持
ち
の
方
に
同
行
す
る
介

護
者（
１
人
ま
で
）

※
不
明
な
点
等
は
各
航
空
会
社
に
直
接
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問

予
問

チケット（全席指定）
【前売】
一般 1,000円
高校生以下 500円
※当日券500円増

平成 30 年度北秋田市文化会館自主事業

浜辺の歌音楽館 30 周年記念事業

ときとき

ミ ュ ー ジ カ ル  「 為 三 さ ん ！ 」ミュージカル  「 為 三 さ ん ！ 」
劇団わらび座劇団わらび座

　 文化会館 ☎62‐3311問

成
田
為
三

「
浜
辺
の
歌
」

「
秋
田
県
民
歌
」
を
作
っ
た
男

成
田
為
三
の
笑
い
と
涙
の
物
語

３月 10 日（日）３月 10 日（日）
① 11 時～ 12 時① 11 時～ 12 時
② 14 時～ 15 時② 14 時～ 15 時

北秋田市文化会館北秋田市文化会館場所場所

　 秋田犬ツーリズム ☎070‐2020‐3085

　今回より、秋田犬をキーワードに観光地域づ
くりを推進しているＤＭＯ秋田犬ツーリズム
の活動を紹介していきます。
　昨年12月より、ホームページ閲覧者に対し
てＡＩ（人工知能）秋田犬キャラクター「mofuu
（もふ～）」をナビゲーターとした、お客様に最
適な旅のプランを提供するサービスを開始し
ています。キャラクターも可愛い!!と人気急上
昇中であり、１月25～27日にはニューヨーク
で開催された「The New York Times Travel 
Show」に秋田内
陸線とともに参
加し、米国全土の
旅行業関係者等
へ当地域のＰＲ
を行いました。
問

ＡＩ秋田犬

キャラクター

「mofuu」

（もふ～）

秋田犬ツーリズム便り秋田犬ツーリズム便り

ＤＭＯとは…地域観光資源に精通し、地域と協働で地域づくりを行う法人ＤＭＯとは…地域観光資源に精通し、地域と協働で地域づくりを行う法人

ＤＭＯＤＭＯ
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申
問

お
知
ら
せ

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
発
令

　
1
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
人
権

擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

〈
再
任
〉亀
谷
隆
道
さ
ん（
合
川
地
区
）

〈
新
任
〉髙
橋　
進
さ
ん（
鷹
巣
地
区
）

　

 

秋
田
地
方
法
務
局
大
館
支
局

☎
０
１
８
６‐42‐
６
５
１
４

Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
in
東
京

　
県
内
企
業
に
よ
る
企
業
説
明
会
や
個
別

面
談
、Ａ
タ
ー
ン
希
望
者
を
対
象
と
し
た

ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
や
各
相
談
ブ
ー
ス
に
よ
る

就
職
相
談
や
移
住
相
談
等
を
行
い
ま
す
。

日
に
ち　

２
月
10
日（
日
）

時
間　
11
時
30
分
〜
16
時
10
分

場
所　
浅
草
橋
ヒ
ュ
ー
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

　

 

Ａ
タ
ー
ン
プ
ラ
ザ
秋
田

☎
０
１
２
０‐
１
２
２‐
２
５
５

消
防
水
利
の
確
保
に
ご
協
力
を

　
消
防
水
利（
消
火
栓
や
防
火
水
槽
）は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
除
雪
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
で
、適
正
に
維
持
管
理
が

で
き
て
い
る
状
況
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、た
い
へ
ん
ご
難

儀
を
お
か
け
し
ま
す
が
、今
後
と
も
除
雪

等
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、消
防
水
利
の
変
形
や
破
損
な
ど

を
見
か
け
た
場
合
に
は
、消
防
本
部
ま
で

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

 

消
防
本
部 

☎
62‐
１
１
１
９

北
秋
田
市

交
通
指
導
員・防
犯
指
導
員
募
集

　

市
で
は「
安
心
・
安
全
な
街
づ
く
り
」を

推
進
す
る
た
め
、交
通
指
導
員
及
び
防
犯

指
導
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容

【
交
通
】

▽
小
中
学
校
の
登
下
校
時
の
街
頭
指
導

▽
市
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

交
通
保
安

【
防
犯
】

▽
安
全
運
動
期
間
中
の
防
犯
啓
発
活
動

▽
市
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

お
け
る
巡
回

対
象　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

【
交
通
】

①
市
内
在
住
の
方

②
普
通
自
動
車
免
許
を
お
持
ち
の
方

③
健
康
で
、街
頭
指
導
な
ど
の
交
通
安
全

活
動
に
従
事
で
き
る
方

【
防
犯
】

①
市
内
在
住
の
方

②
25
歳
以
上
の
方

③
健
康
で
、地
域
の
防
犯
活
動
に
従
事
で

き
る
方

待
遇

　

条
例
に
基
づ
き
年
報
酬
、費
用
弁
償
を

支
給
し
ま
す
。ま
た
、活
動
に
必
要
な
被
服

な
ど
を
貸
与
し
ま
す
。

　
　

 

生
活
課
地
域
推
進
係☎

62‐
６
６
２
８

夜
の
森
吉
山
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
阿
仁
ス
キ
ー
場
に
て
夜
の
樹
氷
鑑
賞
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
♪
夜
の
樹

氷
は
今
に
も
動
き
出
し
そ
う
な
迫
力
で
す
！

会場に軽食コーナーあり

葛黒葛黒火まつり火まつり
かまくらかまくらKUZOGUROKUZOGURO

２月17日２月17日
16時～ ご神木 起ち上げ

18時～ ご神木 点火

　　　 ご神木 切り分け

19時頃 終了

会場行き 無料送迎バス会場行き 無料送迎バス

【第１便】 15時／【第２便】 16時30分
市民ふれあいプラザコムコム前 発

※バス乗車は定員になり次第締切。帰りは会場を
　19時頃出発。

要申し込み

ご神木の起ち上げには
大勢の力が必要です。
 ぜひご参加ください！

申問

日

　　 葛黒火まつりかまくら実行委員会
　　 ☎090‐6101‐8906（長岐)

かまくらんどかまくらんど空港空港
20192019

◆イベント（屋内）　
　餅つき大会／ロビーコンサート／
　売店・レストランでの企画販売
◆イベント（屋外）　
　そりコース／かまくら・雪像展示
　／大空市／屋台村

問

２月９日（土） 
 11時～15時
２月９日（土） 
 11時～15時

日時

　 大館能代空港「かまくらを作る会」 ☎62‐5330

「
電
子
マ
ネ
ー
の
番
号
を
教
え
て
」

は
詐
欺
で
す
！

　
最
近
、携
帯
電
話
な
ど
に「
有
料
コ
ン
テ

ン
ツ
の
未
納
料
金
が
あ
り
ま
す
。本
日
、連

絡
無
き
場
合
は
法
的
措
置
に
移
行
し
ま

す
」な
ど
と
書
か
れ
た
メ
ー
ル
が
届
い
た

と
い
う
相
談
が
あ
り
ま
す
。メ
ー
ル
に
書

か
れ
た
電
話
番
号
に
電
話
を
か
け
て
し
ま

う
と
、電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
さ
せ
ら
れ
架

空
請
求
詐
欺
の
被
害
に
遭
う
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
相
手
か
ら「
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
し
て
」

「
電
子
マ
ネ
ー
の
番
号
を
教
え
て
」と
言
わ

れ
た
ら
詐
欺
で
す
。身
に
覚
え
の
な
い

メ
ー
ル
は
無
視
し
、不
安
を
感
じ
た
ら
す

ぐ
に
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

北
秋
田
警
察
署 

☎
62‐
１
２
４
５

コ
ム
２
バ
ン
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
×
キ
ラ

フ
ェ
ス
ラ
イ
ブ

日
時　

２
月
３
日（
日
） 

11
時
〜

場
所　
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
コ
ム
コ
ム

　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

出
演
団
体　
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
／
チ
ー
ム
Ｚ
Ｅ
Ｒ

Ｏ
／
ち
さ
と
／
な
か
な
ほ
り
／
ヒ
ロ
タ
ケ

／
D
i
n
o 

B
a
n
d
／
S
o
l
i
d 

C
o
l
o
r
s
／
ア
ス
パ
ラ
ダ
イ
ス
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ

ゲ
ス
ト　

青
谷
明
日
香（
ピ
ア
ノ
弾
き
語

り
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）

※
入
場
無
料
。

　

 

北
秋
田
き
ら
フ
ェ
ス
実
行
委
員
会（
佐

藤
）☎
０
９
０‐
１
１
１
０‐
９
０
１
５

問

問

２月24日２月24日日 10時～13時10時～13時

北欧の杜公園（イベント広場）北欧の杜公園（イベント広場）

《申込締切》 ２月13日（水）《参加費》 ２００円

どなたでも参加できますどなたでも参加できます

【コース】 １km／３km／５km／８km
　　　※自分の体力に合わせて選んでください。

　 鷹巣体育館 ☎62‐3800　　 62‐3801

　参加者全員に参加賞と豚汁を用意しているほか、
昼食後には大抽選会を行います。

参加特典参加特典

ご注意ください！ご注意ください！ 貸しスキーは用意していません。

FAX

要申し込み！

申問

第39回

県民歩くスキーのつどい県民歩くスキーのつどい

県民歩くスキーのつどい

県民歩くスキーのつどい県民歩くスキーのつどい県民歩くスキーのつどい北秋田市農地賃借料情報北秋田市農地賃借料情報

地区
旧鷹巣町
旧合川町
旧森吉町
旧阿仁町

10,500 円
10,100 円
9,300 円
 5,700 円

16,000 円
15,000 円
16,000 円
 13,100 円

5,000 円
3,000 円
3,000 円
 3,500 円

平均額平均額 最高額最高額 最低額最低額

（参考）北秋田市の平均額　　10,100 円

〈注〉　データ数は集計に用いた筆数です。賃借料
を物納支給（玄米）としている場合は、60kg当り
13,100円に換算しています。金額は算出結果を
四捨五入し、100円単位としています。平均額は
面積により加重平均した値です。明らかに特別
の事情の下で取り引きされたものと推測される
データ（地区ごとの全賃借料データの平均値±
70％を超えるもの）を除いています。

データ数 （鷹）1,163／（合）575／（森）273／（阿）96

　平成30年１月から12月までに締結された賃借
料水準（10アール当たり）は、次のとおりです。

　 農業委員会事務局 ☎62‐6609問

平成 30 年平成 30 年

問問問

サポーター大歓迎サポーター大歓迎
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　 都市計画課都市計画住宅係 ☎72‐5246問

胡桃館団地・・・綴子字胡桃館２★
簡易耐火２階６戸建３ＬＤＫ 月額16,200円～37,200円
林岱団地・・・八幡岱新田字林岱89‐1★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額9,200円～18,200円
松ケ丘団地・・・川井字松石殿1‐254★
木造平屋１戸建３ＬＤＫ 月額16,800円～38,600円
田の沢団地・・・川井字五郎左ェ門田の沢5‐6★（共益費400円）
木造２階６戸建２ＬＤＫ 月額18,600円～42,700円
田の沢団地・・・川井字鳥屋沢40‐25
木造平屋建３戸建１棟１ＬＤＫ 月額12,800円～29,500円
御嶽団地・・・本城字上悪戸31‐1★
木造平屋２戸建２ＬＤＫ 月額18,700円～43,000円
冷水岱団地・・・米内沢字冷水岱94‐1
木造平屋４戸建１ＬＤＫ 月額17,000円～39,100円
上新町団地・・・阿仁水無字上新町東裏17‐1★
木造平屋２戸建３ＬＤＫ 月額19,800円～45,600円
上岱団地・・・阿仁水無字上岱64‐2★

▽木造平屋１戸建３ＤＫ 月額14,900円～24,600円

▽木造平屋１戸建３ＤＫ 月額14,000円～23,700円
畑町団地・・・阿仁水無字畑町東裏147（共益費200円）

▽木造平屋４戸建２ＬＤＫ 月額23,600円～54,400円★

▽木造平屋４戸建１ＬＤＫ 月額18,900円～43,500円

▽木造平屋４戸建３ＬＤＫ 月額26,800円～61,600円★
三両団地・・・阿仁水無字寺後1‐5★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額11,100円～22,200円
比立内団地・・・阿仁比立内字狐台13‐1★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額10,000円～20,400円
サンコーポラスなかたい住宅・・・鷹巣字東中岱51‐1
鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ 月額40,600円
（共益費800円、駐車場使用料1,400円/台）
陣場岱第２団地・・・阿仁前田字陣場岱22‐4
木造平屋２戸建１ＬＤＫ 月額10,700円～24,600円
上杉団地・・・上杉字上屋布岱61‐47★
木造平屋１戸建４ＬＤＫ 月額47,000円～80,000円
※★印の住宅は単身入居できません

各住宅の設備等については、市のホームページを
ご覧になるか、お問い合わせください。

【入居資格】収入基準を満たすこと／住宅に困窮してい
ることが明らかなこと／市税等を滞納していないこと

【敷金】　家賃の３か月分（退去時までの預り金）
【募集期間】　第１回　２月１日（金）～７日（木）
　　　　　　第２回　２月18日（月）～22日（金）
【申込み先】　都市計画課（森吉）／生活課（鷹巣）／
　合川総合窓口センター／阿仁総合窓口センター

※土日祝除く

①

②

③
　
④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

市営住宅入居者募集市営住宅入居者募集 お
知
ら
せ

企
業
在
職
者
対
象
の
講
習

▽
Ｊ
Ｗ‐

Ｃ
Ａ
Ｄ
講
習

日
に
ち　
３
月
７
日（
木
）、８
日（
金
）

時
間　
９
時
〜
16
時

場
所　
鷹
巣
技
術
専
門
校

定
員　
先
着
10
人

受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

内
容　

Ｊ
Ｗ
‐
Ｃ
Ａ
Ｄ
基
本
操
作
コ
マ
ン

ド
操
作
等
レ
イ
ヤ
の
使
い
分
け
、簡
単
な

平
面
図
の
作
成
。

テ
キ
ス
ト
代　

２
５
９
２
円

申
込
締
切　

２
月
７
日（
木
）

　
　

 

鷹
巣
技
術
専
門
校 

☎
84
‐
８
３
５
１

面
接
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座

日
に
ち　

２
月
26
日（
火
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
館 

会
議
室

講
師　

社
会
保
険
労
務
士 

キ
ャ
リ
ア
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト 

鈴
木
郁
子
さ
ん

対
象　
44
歳
ま
で
の
求
職
活
動
中
の
方（
学

生
を
除
く
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証（
お
持
ち
の
方
）※
用
意
で
き
る
方

は
応
募
予
定
の
求
人
票・
履
歴
書・
職
務
経

歴
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

受
講
料　
無
料　
定
員　
10
人

　
　

 

あ
き
た
就
職
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
北
部
サ
テ
ラ
イ
ト
）

☎
０
１
８
６‐44‐
５
１
０
０

【加入要件】　北秋田市に住民登録をしていること。
【共済期間】　平成 31年４月１日～平成 32年３月 31日
　　　　　※途中加入の場合は申込日の翌日から
【受付開始日】　平成 31年２月１日～
【受付窓口】　市役所生活課、各総合窓口センター、
各出張所／秋田銀行／北都銀行／郵便局
※市内の小学１年生は１年間に限り、交通災害共
済に掛金無料で自動加入されます。

※詳細については、広報きたあきた２月号と一緒
に配布しているパンフレットをご覧ください。

　自治会、企業、市民団体、児童クラブなどの団
体単位での加入も受け付けています。
　なお、団体加入の場合は、北秋田市に住民登録
されていない方も加入が可能です。

団体加入受付中団体加入受付中

「交通災害共済」「交通災害共済」「交通災害共済」「不慮の災害共済」「不慮の災害共済」「不慮の災害共済」
平成31年度平成31年度

入院（１日につき）・・2000円
通院（１日につき）・・ 800円
死亡・・・・・・・・ 100万円
後遺障害・・・ 50万～100万円

交 通 災 害 共 済

共済金内容

※入院・通院の共済金は、最低保障額１万5000円
～最高20万円。通院１日でも請求できます。

年間掛金 ３００円（１人）

入院（１日につき）・・1100円
通院・・・・・・・対象外です
死亡・・・・・・・・ 60万円
後遺障害・・・・30万～60万円

不慮の災害共済 年間掛金 ７００円（１人）

共済金内容

※入院の共済金は、最低保障額１万5000円～最
高11万円。入院１日でも請求できます。

　 生活課地域推進係 ☎62‐6628問

に加入しましょうに加入しましょう

申
問

申
問

最低賃金が改正されました！

問　 秋田労働局賃金室 ☎018‐883‐4266

【秋田県最低賃金】⇒ 時間額762円（30年10月1日～）
【特定最低賃金】（30年12月24日～）
▽非鉄金属製錬・精製業⇒ 時間額871円
▽電子部品・デバイス等製造業⇒ 時間額808円
▽自動車・同附属品製造業⇒ 時間額845円
▽自動車（新車）、自動車部分品・附属品小売業
　⇒ 時間額838円

問

市議会の議決日　平成30年12月21日

指定管理者の指定に関する公表

≪施設≫ 北秋田市大太鼓の館
 　　　　（北秋田市綴子字大堤道下62番地１）
≪指定管理者≫
　鷹巣観光物産開発株式会社
　代表取締役社長 笹木俊雄 （北秋田市綴子字大堤道下62番地１）
≪指定期間≫平成31年４月１日から平成36年３月31日

　 商工観光課観光振興係 ☎62‐5370

平成 31・32年度平成 31・32年度小規模修繕等契約希望者登録制度小規模修繕等契約希望者登録制度
　この制度は、市の建設業者等格付名簿に登録され
ることが困難な小規模修繕業者を登録し、受注機会
を拡大するための制度です。
　なお、登録になった場合でも確実に契約すること
ができることを約束するものではありませんので、
あらかじめご了承ください。

（定期年）（定期年）

受付期間受付期間 ※土日祝日を除く※土日祝日を除く

▽対象となる修繕の種類等
①土木一式／②建築一式／③大工／④左官／⑤ガラス／⑥アルミ建材／⑦畳／⑧建具／⑨内装、装飾／
⑩塗装／⑪板金／⑫電気／⑬管（給排水衛生設備）／⑭水道施設／⑮その他

▽登録できる方
１）北秋田市内に主たる事業所を有する方　※建設業の許可の有無、経営規模、従業員数等は問いません。
２）北秋田市建設業者等級格付名簿に登録されていない方
３）市税等に滞納がない方
※このほか詳細は市ホームページで確認ください。

▽有効期限　平成31年４月１日から２年間

　小規模修繕等…１件の金額が50万円未満で、内容が軽易かつ履行の確保が容易な修繕
　　　　　　　　（建築一式については、２年間の経過措置として１件の金額が130万円未満とする）

　　 財政課財政係 ☎62‐6607申問 〈ホームページ〉http://www.city.kitaakita.akita.jp/sangyou/nyuusatsu_keiyaku/

申請書類等は、市のホームページに掲載しています。
※ダウンロードができない方には、直接配布します。

２月 18日（月）～３月 15日（金）
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北
秋
田
市
民
病
院 

休
診
日

▽
休
診
日
な
し

　

 

北
秋
田
市
民
病
院 

☎
62‐
７
０
０
１

市
長
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
12
月
》

▽
慶
弔
費　

２
万
０
０
０
０
円
（
２
件
）

▽
会　
費　

１
万
２
９
０
０
円
（
３
件
）

▽
そ
の
他　
　
　
３
９
０
０
円
（
１
件
）

▽
合　
計　
３
万
６
８
０
０
円
（
６
件
）

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出

席
し
た
分
も
含
ん
で
い
ま
す
。

入
札
結
果
の
公
表
《
12
月
》

《
２
５
０
万
円
以
上
の
契
約
状
況
》

▼
阿
仁
合
小
学
校
防
火
設
備
改
修
工
事
／

２
５
４
万
８
８
０
０
円
／
㈲
ヤ
マ
グ
チ

　

 

財
政
課
財
政
係 

☎
62‐
６
６
０
７

市
有
財
産
の
売
却

　
市
が
所
有
し
て
い
る
財
産
を
一
般
競
争

入
札
で
売
却
し
ま
す
。

【
土
地
】

▽
北
秋
田
市
脇
神
字
高
村
岱
１
１
５
番
11

■
入
札
日 
２
月
19
日（
火
） 

10
時
〜

■
入
札
参
加
受
付
期
間 

※
土
日
祝
除
く

　

２
月
１
日（
金
）〜
２
月
14
日（
木
）

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

■
入
札
会
場 

第
二
庁
舎 

第
一
会
議
室

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

 

財
政
課
管
財
係 

☎
62‐
６
６
０
３

広
報
き
た
あ
き
た
保
存
版
の

製
本
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

　
市
が「
広
報
き
た
あ
き
た
」保
存
版（
平

成
30
年
１
月
〜
12
月
）
を
製
本
す
る
こ
と

に
伴
な
い
、
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
た
１
年

分
の
広
報
紙
に
つ
い
て
も
、
次
の
期
間
中

は
特
別
料
金
で
製
本
が
で
き
ま
す
。

　
製
本
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
持
ち
の

広
報
紙
１
年
分
と
製
本
代
金
を
添
え
て
、

直
接
製
本
業
者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

製
本
業
者　
㈱
秋
北
新
聞
社

　
　
　
　
　
北
秋
田
市
米
代
町
１‐48

　
　
　
　
　
☎
62‐
１
２
３
６

製
本
代
金　
８
１
０
円（
税
込
み
）

申
込
期
間　

２
月
20
日（
水
）ま
で

※
製
本
は
市
の
広
報
紙
に
限
り
ま
す
。

　

 

総
合
政
策
課
広
報
係 

☎
62‐
６
６
０
８

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
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簾
内
美
穗
子

永
井
瑠
璃

成
田
サ
ワ

工
藤
榮
子

堀
内
政
子

南
部
谷
弘
子

笹
木
節
子

奈
良
田
チ
ヨ

鈴
木
千
鶴

佐
藤
　

清

藤
島
レ
イ
子

福
嶋
成
雄

大
坂
せ
つ
子

村
上
久
勝

佐
藤
公
厚

久
留
嶋
清
治
郎

成
田
健
一

嶺
脇
キ
ミ
ヱ

村
井
惠
美
子

米
倉
和
子

成
田
光
子

嶺
脇
キ
ヱ

岩
谷
　

勇

松
尾
　

茂

齊
藤
慶
子

佐
藤
啓
子

佐
藤
昭
一
郎

本
城
谷
與
吉

今

泉

坊
沢
上
町

緑
ヶ
丘

小

田

糠

沢

大

堤

前

野

前

野

綴
子
下
町

綴
子
下
町

綴
子
下
町

綴
子
下
町

新
田
中

掛

泥

元

町

米
代
町

住
吉
町

花
園
町

伊
勢
町

下
家
下

舟
見
町

南
鷹
巣

栄
摩
当

太

田

太

田

あ
け
ぼ
の
町

四

渡

小
摩
当
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高
村
岱

西
陣
場
岱

舟

場

川

井

川

井

桃

栄

福

田

新
田
目

新
田
目

雪

田

三
木
田

三

里

大
内
沢

芹

沢

米
内
沢
新
町

米
内
沢
新
町

大

杉

大

杉

向
本
城

松

栄

大

沢

五
味
堀

柏
木
岱

畑

町

荒

瀬

根

子

戸
鳥
内

戸
鳥
内

慶
弔
だ
よ
り
12
月
16
日
〜
１
月
15
日
届
出
分

賢大
智

一
彦

千
夏

麗
奈

美
樹

あ

さ

き

い
っ
し
ん

ゆ
う
し
ん

（（（

）））
長
女

長
男

二
男

前

山

高
野
尻
団
地

坊

山

ご
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

白
川
文
雄

武
石
リ
ツ

佐
藤
ハ
チ
ヱ

櫻
庭
末
𠮷

佐
藤
征
一

加
藤
ツ
ル
ヱ

鈴
木
誠
一

金
田
ミ
ヨ

金
田
重
一

山
岡
修
一

三
浦
ア
イ
コ

髙
堰
辰
信

成
田
キ
ミ

土
濃
塚
フ
ミ
ヱ

北
林
美
津
子

杉
山
ト
シ
ヱ

細
田
　

幸

松
橋
　

清

九
島
常
五
郎

庄
子
キ
ヱ

泉
谷
利
藏

春
日
鉃
之

柴
田
　

繁

加
藤
光
一

佐
々
木
ト
シ

田
口
ハ
マ

髙
堰
貞
信

髙
堰
定
美

澤
田
明
咲

中
嶋
壱
心

佐
藤
優
真

791009489779190949085937988956486887793799586908592917892

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

寿

お
二
人
の
前
途
を

　
　
　
　
　

祝
福
し
ま
す

松

橋

雄

大

佐
藤
真
衣
子

ゆ

う

だ

い

ま

い

こ

さ
ん

さ
ん

高

村

岱

高

村

岱

（
加

賀
　

貴

細
田
美
和
子 た

か
し

み

わ

こ

さ
ん

さ
ん

栄

李

岱

米

代

町

（
本
城
谷
裕
貴

久
留
嶋
瑠
海

ゆ

う

き

る

み

さ
ん

さ
ん

堂

ヶ

岱

西

上

網

（
吉

田

和

也

佐

藤

真

紀

か

ず

や

ま

き

さ
ん

さ
ん

米
内
沢
駅
前

深

沢

（

お
知
ら
せ

問問 100歳おめでとうございます!100歳おめでとうございます!

　
武
石
リ
ツ
さ
ん（
西
陣
場
岱
）

　
　
大
正
８
年
１
月
13
日
生
ま
れ

問

問

総人口　32,216人（31人減）【162人】
男　　15,088人（８人減）【 10人】
女　　17,128人（23人減）【152人】

　　出生 7人　　転入 41人
　　死亡 53人　　転出 26人
世帯数 14,104世帯（１世帯増）【157世帯】

人口と世帯数
※12月31日現在の住民基本台帳による

※【　】は、うち外国人住民

訂
正（
１
月
号
）

15
・
17
ペ
ー
ジ　
ぼ
く
の
夢
私
の
夢

高
橋
翔
平

誤
＝
平
成
19
年
４
月
生
ま
れ

正
＝
平
成
19
年
10
月
生
ま
れ

小
林
さ
く
ら

誤
＝
平
成
19
年
10
月
生
ま
れ

正
＝
平
成
19
年
４
月
生
ま
れ

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

北欧の杜の雪まつり北欧の杜の雪まつり

問

　対象となるのは応急の診察を要する方です。
年齢・病気の病状にかかわらず事前に当番医へ
電話でご相談ください。

60‐1055
62‐1146
62‐7001
69‐7311
72‐4501
78‐3161
62‐1101
62‐7001
63‐2700
62‐7001
62‐7001
69‐5300
82‐2351
62‐1101
62‐2261
63‐0515
62‐7001
60‐1055
72‐4501
62‐1400
69‐7311
63‐2700
62‐1155
62‐7001
63‐0515
62‐1400
82‐2351
69‐5300

う え だ ク リ ニ ッ ク
奈 良 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
児玉内科クリニック
米 内 沢 診 療 所
国民健康保険合川診療所
盛 岡 外 科 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
たむら内科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
毛利整形外科クリニック
阿 仁 診 療 所
盛 岡 外 科 医 院
津 谷 内 科
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
北 秋 田 市 民 病 院
う え だ ク リ ニ ッ ク
米 内 沢 診 療 所
まるや耳鼻科クリニック
児玉内科クリニック
たむら内科クリニック
近 藤 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
まるや耳鼻科クリニック
阿 仁 診 療 所
毛利整形外科クリニック

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

（診療時間 18：30～21：00）
夜間当番医（ 　）日程表夜間

診療

電話番号医療機関名日 曜
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第25回第25回 もちっこ市もちっこ市
バ
タ
ー
餅
の
里

バ
タ
ー
餅
の
里

秋
田
県
北
秋
田
市

秋
田
県
北
秋
田
市

秋田
県北秋田市

推
奨

認 定特産
品

道の駅「たかのす」

大太鼓の館駐車場

道の駅「たかのす」

大太鼓の館駐車場

会場会場２２ ９９ 土

９時～16時９時～16時
1010 日

バター餅の里バター餅の里

　 北秋田市観光物産協会 ☎62‐1851
　 商工観光課観光振興係 ☎62‐5370

セレモニー・餅まきセレモニー・餅まき

餅つき餅つき

おしるこ無料限定サービスおしるこ無料限定サービス

手作り餅の販売手作り餅の販売

藤里町出店藤里町出店

９日 ９時～９時～

９日 10時 30分 ／ 12 時 ／ 14 時10時 30分 ／ 12 時 ／ 14 時
10日 10時 ／ 12 時10時 ／ 12 時

枝餅の販売枝餅の販売

問

９時～15時９時～15時

［行き］［行き］●無料シャトルバス●無料シャトルバス

［帰り］［帰り］※大太鼓の館出発※大太鼓の館出発
９：30／10：30／11：30／13：30／14：30／16：00９：30／10：30／11：30／13：30／14：30／16：00

市民ふれあいプラザ
コムコム

鷹巣駅

大太鼓の館

９：00

９：05

９：15

10：00

10：05

10：15

11：00

11：05

11：15

12：00

12：05

12：15

14：00

14：05

14：15

15：00

15：05

15：15


